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�� �� �� �� �� �� �� ��安
芸
高
田
市
民
の
皆
様
、
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
様
に
は
、
お
健
や
か
で
希
望
に
満
ち
た
初
春
を
迎

え
ら
れ
ま
し
た
こ
と
を
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
安
芸
高
田
市
議
会
に
対
し
深
い
ご
理
解
と
絶

大
な
る
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

今
日
、
国
の
内
外
と
も
に
大
き
な
変
革
の
時
期
に
遭

遇
し
て
お
り
ま
す
が
、
地
方
行
政
に
お
き
ま
し
て
も
、

地
方
分
権
型
社
会
の
到
来
を
受
け
ま
し
て
、
自
己
決
定
・

自
己
責
任
に
よ
る
自
治
体
運
営
が
求
め
ら
れ
る
な
ど
、

未
だ
か
つ
て
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
新
た
な
環
境
に
日
々

直
面
し
、
ま
さ
に
、
行
政
の
真
価
が
問
わ
れ
て
い
る
時

代
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

わ
が
市
に
お
き
ま
し
て
も
、
若
年
層
の
流
出
か
ら
高

齢
化
と
過
疎
化
が
続
き
、
市
勢

の
発
展
を
図
る
上
で
大
き
な
隘

路(

あ
い
ろ)

と
な
っ
て
お
り
ま

す
が
、
こ
れ
を
打
開
す
る
た
め

に
は
、
若
人
に
も
十
分
魅
力
あ

る
活
力
溢
れ
た
地
域
社
会
を
実

現
す
る
こ
と
が
、
何
よ
り
も
肝
要
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

安
芸
高
田
市
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
二
元
代
表

制
の
一
方
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
も
行
政
を
監
視
・
牽
制

す
る
と
と
も
に
各
般
の
提
言
を
行
う
な
ど
、
そ
の
役
割

を
果
た
し
て
来
ま
し
た
が
、
今
後
も

｢

市
民
の
皆
様
と

の
つ
な
が
り｣

を
大
切
に
し
、
よ
り
皆
様
の
声
に
耳
を

研
ぎ
澄
ま
し
、
そ
の
声
を
施
策
に
反
映
す
る
こ
と
が
益
々

重
要
に
な
っ
て
く
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
昨
年
３
月

に
は
、｢

住
民
が
参
画
で
き
る
開
か
れ
た
議
会｣

を
推

進
す
る
た
め
、
議
会
改
革
・
議
会
活
性
化
を
目
指
し
、

｢

議
会
改
革
特
別
委
員
会｣

を
設
置
し
、
昨
年
12
月
の

定
例
会
に
お
い
て
本
年
11
月
の
選
挙
か
ら
議
員
定
数
を

２
名
減
の
20
名
と
す
る
こ
と
に
決
定
し
た
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
は
、
新
市
建
設
計
画
に
基
づ
い
た
、
第

２
庁
舎
な
ら
び
に
ホ
ー
ル
・
図
書
館
・
保
健
福
祉
等
多

様
な
機
能
を
有
す
る
総
合
文
化
保
健
福
祉
施
設
が
竣
工

致
し
ま
し
た
。
市
内
各
所
で
業
務
を
行
っ
て
い
た
各
部

が
、
一
ヶ
所
に
集
ま
り
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
、
よ
り
便

利
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
と
、
ス
ム
ー
ズ
な
行
政
運

営
を
行
っ
て
い
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
こ
と
、
ま
た
、

市
民
の
皆
様
の
学
習
活
動
や
文
化
活
動
を
し
て
い
く
場
、

教
養
や
交
流
を
深
め
る
場
、
各
人
・
各
様
の
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
の
創
造
の
場
と
し
て
活
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
こ
と
は
、
市
民
福
祉
の
向
上
と
行
政

運
営
の
近
代
化
・
合
理
化
に
大
き
な
前
進
を
み
ま
し
た
。

市
庁
舎
や
関
連
施
設
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
、
市
民
サ
ー

ビ
ス
の
確
保
を
第
一
と
し
、
市
民
に
親
し
み
や
す
く
、

そ
し
て
市
の
業
務
が
能
率
的
・
効
率
的
に
運
営
さ
れ
る

よ
う
、
機
能
的
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
新
庁
舎
を

市
政
推
進
の
本
拠
地
と
し
て
、
議
会
と
し
て
も
心
を
新

た
に
し
て
行
政
水
準
の
向
上
を
図
り
、
市
民
を
代
表
し

政
策
チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
、
審
議
を
含
め
開
か
れ
た
議
会

を
め
ざ
し
、
な
お
一
層
努
力
を
注
い
で
ゆ
く
決
意
で
ご

ざ
い
ま
す
。

今
後
に
お
き
ま
し
て
も
、
市
議
会
の
改
革
を
引
き
続

き
実
施
し
、
議
会
の
更
な
る
活
性
化
、
機
能
強
化
を
行

い
、｢

住
民
が
参
画
で
き
る
開
か
れ
た
議
会｣

に
邁
進

し
て
い
く
と
と
も
に
、
市
民
の
皆
様
の
期
待
に
応
え
る

べ
く
、
議
会
制
民
主
主
義
に
対
す
る
信
頼
を
高
め
る
た

め
、
よ
り
一
層
、
誠
心
誠
意
尽
く
し
て
ま
い
る
所
存
で

あ
り
ま
す
。

平
成
20
年
の
新
春
に
の
ぞ
み
、
市
民
の
皆
様
か
ら
の

幅
広
い
ご
理
解
と
ご
協
力
、
ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
と
と
も
に
、
本
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し
て
幸
せ

で
実
り
多
く
、
大
い
な
る
飛
躍
の
年
と
な
り
ま
す
こ
と

を
心
よ
り
お
祈
り
し
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
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安
芸
高
田
市
民
の
皆
様
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

新
年
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
平
素

よ
り
市
政
の
運
営
に
温
か
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た

だ
き
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

安
芸
高
田
市
は
合
併
し
て
以
来
、
本
年
３
月
１
日
で

満
４
年
に
な
り
ま
す
。

合
併
建
設
計
画
で
、
一
番
の
課
題
で
あ
り
ま
し
た
第

２
庁
舎
、
総
合
文
化
保
健
福
祉
施
設
の
建
設
に
つ
き
ま

し
て
は
、
昨
年
11
月
３
日
に
落
成
式
を
行
う
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
特
に
、
文
化
ホ
ー
ル
の
設
計
に
つ
き
ま
し

て
は
、
市
民
の
代
表
か
ら
な
る

検
討
委
員
会
を
設
置
し
て
い
た

だ
き
、
市
民
と
し
て
使
う
立
場

か
ら
ご
意
見
を
賜
り
ま
し
た
。

市
民
の
皆
様
の
ご
協
力
に
よ
っ

て
、
合
併
以
来
懸
案
で
あ
っ
た

施
設
が
完
成
し
た
こ
と
に
心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
、
こ

の
施
設
を
フ
ル
に
活
用
し
て
心
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
に

努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

安
芸
高
田
市
の
基
盤
整
備
の
大
き
な
も
の
に
、
道
路

交
通
網
の
整
備
が
あ
り
ま
す
。
大
き
な
課
題
が
二
つ
あ

り
ま
す
。
一
つ
は
国
道
54
号
可
部
バ
イ
パ
ス
の
早
期
完

成
で
あ
り
ま
す
。
あ
と
４
年
で
上
根
ト
ン
ネ
ル
の
下
ま

で
は
完
成
す
る
予
定
で
す
。
市
も
精
力
的
に
早
期
完
成

に
努
力
し
ま
す
。

も
う
一
つ
は
、｢

地
域
高
規
格
道
路
東
広
島
高
田
道

路｣

で
あ
り
ま
す
。
高
田
Ｉ
Ｃ
か
ら
東
広
島
で
山
陽
自

動
車
道
に
結
ぶ
、
無
料
の
自
動
車
専
用
道
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
道
路
は
現
在
、
吉
田
町
の
国
道
54
号
と
向
原
町
戸

島
の
県
道
間
５
ｋ
ｍ
で
用
地
買
収
に
協
力
を
お
願
い
し

て
い
ま
す
。

可
部
バ
イ
パ
ス
と
東
広
島
高
田
道
路
が
完
成
す
る
と
、

安
芸
高
田
市
は
明
る
い
展
望
が
開
け
ま
す
。
こ
の
こ
と

は
、
商
工
業
等
の
発
展
、
農
業
の
発
展
、
更
に
豊
か
な

自
然
の
中
で
暮
ら
し
な
が
ら
、
近
距
離
で
勤
務
で
き
る

環
境
が
整
い
ま
す
。

安
芸
高
田
市
は
、
ま
ち
づ
く
り
の
柱
に｢

住
民
と
行

政
の
協
働
の
ま
ち
づ
く
り｣

を
掲
げ
て
い
ま
す
。
こ
の

中
心
的
役
割
を
担
う
の
が
、
市
内
32
の
地
域
振
興
会
で

あ
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
自
主
的
に
地
域
づ
く

り
に
頑
張
っ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

毎
日
新
聞
社
に
地
域
づ
く
り
に
頑
張
っ
て
い
る
、
全

国
の
モ
デ
ル
的
な
市
町
村
を
表
彰
す
る
制
度
が
あ
り
ま

す
。｢

毎
日
地
方
自
治
大
賞｣

と
言
い
ま
す
が
、
安
芸

高
田
市
の
市
内
32
の
地
域
振
興
会
の
活
動
が
評
価
さ
れ
、

昨
年
３
月
、
全
国
１
８
２
０
の
市
町
村
の
中
か
ら
３
市

町
村
が
選
ば
れ

｢

毎
日
地
方
自
治
大
賞｣

優
秀
賞
に
輝

き
ま
し
た
。
振
興
会
の
活
力
が
評
価
さ
れ
た
も
の
と
思

い
ま
す
。

安
芸
高
田
市
を
含
む
、
地
方
の
市
町
村
は
ど
こ
も
財

政
的
に
は
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
を
乗
り

越
え
て
私
た
ち
は
、
活
力
の
あ
る
心
豊
か
な
安
芸
高
田

市
を
目
指
し
て
頑
張
り
ま
す
。

市
民
の
皆
様
の
一
層
の
ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。
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安芸高田市長 新年のごあいさつ



用
語
の
解
説

■
※
１
施
設
命
名
権(

ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ)

ス
ポ
ー
ツ
施
設
や
文
化
施
設
な
ど
に
愛
称

と
し
て
ス
ポ
ン
サ
ー
企
業
の
名
称
や
ブ
ラ
ン

ド
名
を
つ
け
る
権
利
。
１
９
７
０
年
代
に
ア

メ
リ
カ
で
生
ま
れ
、
国
か
ら
の
補
助
金
が
少

な
く
な
っ
た
公
共
施
設
が
安
定
収
益
を
求
め

て
、
ア
メ
リ
カ
の
４
大
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
施
設

を
中
心
に
広
が
っ
た
経
営
手
法
。
国
内
で
は
、

味
の
素
ス
タ
ジ
ア
ム

(

東
京
ス
タ
ジ
ア
ム)

が
最
初
と
い
わ
れ
て
お
り
、
福
岡Y

ahoo!
JA
PA
N

ド
ー
ム

(

福
岡
ド
ー
ム)

な
ど
が

あ
る
。
施
設
命
名
権(

ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ)

の
導
入
は
、
施
設
側
に
と
っ
て
は
長
期
的
な

安
定
収
益
が
得
ら
れ
、
ま
た
、
ス
ポ
ン
サ
ー

企
業
に
と
っ
て
も
来
場
者
へ
の
企
業
の
Ｐ
Ｒ

や
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
、
営
業
効
率
や
従
業
員

の
意
識
の
向
上
、
文
化
や
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

な
ど
の
自
治
体
の
施
策
に
協
力
し
て
い
る
と

い
う
イ
メ
ー
ジ
が
高
ま
る
な
ど
の
効
果
が
期

待
で
き
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

■
※
２
頑
張
る
地
方
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業

総
務
省
で
は
、｢

魅
力
あ
る
地
方｣

の
創

出
に
向
け
て
、
地
方
独
自
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
自
ら
考
え
、
前
向
き
に
取
り
組
む
自
治
体

に
対
し
、
地
方
交
付
税
な
ど
の
支
援
措
置
を

新
た
に
講
ず
る

｢

頑
張
る
地
方
応
援
プ
ロ
グ

ラ
ム｣

に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
。
安
芸
高
田

市
で
は

｢

市
民
と
の
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト｣

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
こ
の

費
用
を
住
民
自
治
活
動
支
援
の
予
算
の
一
部

に
あ
て
て
い
る
。
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安芸高田市の財政のすがた

【収入アップ↑】
市税など収納率を
向上させる

【目標額】
＋１億1000万円

【収入アップ↑】
サービスに見合う
負担をお願いする

３年ごとに
見直しを検討

【収入アップ↑】
新たな

財源を確保する

【目標額】
＋2000万円

【収入アップ↑】

頑
※２

張る地方応援
プロジェクト事業
に取り組む

【目標額】
＋6000万円

市市税税等等滞滞納納整整理理対対策策本本部部にによよっってて､､

市市税税､､ 国国民民健健康康保保険険税税､､ 介介護護保保険険

料料､､ 市市営営住住宅宅使使用用料料ななどどのの各各種種使使

用用料料､､ 上上下下水水道道使使用用料料のの収収納納率率なな

どどのの向向上上にに取取りり組組みみまますす｡｡

市市のの財財産産でで利利用用計計画画ががなないい土土地地なな

どどはは､､ 早早期期にに積積極極的的にに売売るるよようう努努

めめまますす｡｡ ままたた､､ 事事業業予予定定地地もも､､ 目目

的的のの事事業業がが行行わわれれるるままでではは貸貸付付をを

行行ううななどど､､ 有有効効にに活活用用ししまますす｡｡

使使用用料料やや手手数数料料ななどどはは､､ ｢｢ササーービビ

ススをを受受けけるる人人がが支支払払うう｣｣ とといいうう受受

益益者者負負担担のの原原則則にに基基づづきき､､ 提提供供すす

るるササーービビススにに見見合合うう適適正正なな金金額額にに

ななるるよようう見見直直ししをを行行いいまますす｡｡

ホホーームムペペーージジななどどへへのの企企業業公公告告

をを導導入入ししまますす｡｡ 将将来来的的にに公公共共施施

設設のの施施
※※１１

設設命命名名件件 ((ネネーーミミンンググララ

イイツツ)) のの売売却却ななどど､､ ああららゆゆるる広広

告告媒媒体体ででそそのの可可能能性性をを探探りりまますす｡｡

【収入アップ↑】
未利用地の
処分や貸付など
有効活用する

売払財産選定
委員会の活用
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財財政政健健全全化化をを
めめざざししてて

従来どおり何も財政対策を行わないままでまちづくりに取り組んでいくと､ 収入と支出の合計
の差は赤字を出し続け､ 10年間で32億円4000万円の累積赤字が出る見込みであると先月号で紹介
しました｡ 国から受けられるお金も減り､ 旧町時代から行っていた貯金も底をつき､ 市の運営が
できなくなる恐れがあります｡ その状況を収入を増やし､ 支出を減らす様々な取り組みを10年間
にわたって続けることで､ 29億5200万円ほど赤字を解消させていこうというのが､ 財政健全化計
画の具体的な対応策の目標です｡ 今回はその財政健全化計画の具体的な対応策を紹介します｡

巻き返しに向けた新基準 財政運営方針

安芸高田市の財政のすがた PRAT２

走り続ける10年間
目標は
29億5200万円

スタート
収入を増やす取り組み
目標額
＋７億3400万円

支出を減らす取り組み
目標額
－22億1800万円

財政健全化の道のり
※この道のりとは10年間で取り組む種々の対策を現
わしたもので､ 取り組む順序ではありません｡



■
※
４
公
共
事
業
の
民
間
委
託

企
業
だ
け
で
は
な
く
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

(

市
民
が

自
発
的
に
つ
く
っ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
や
、

市
民
活
動
団
体
を
含
む
民
間
非
営
利
組
織
の

総
称
。)

な
ど
の
市
民
活
動
団
体
も
、
公
共

の
領
域
に
積
極
的
に
進
出
す
る
よ
う
に
な
っ

て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
民
間
と
行
政
の

協
働
関
係
が
上
手
に
築
か
れ
、
地
域
社
会
が

健
全
に
発
展
す
る
可
能
性
が
出
て
い
る
。
市

で
は
行
政
改
革
の
一
環
と
し
て
、
行
政
が
主

体
と
な
っ
て
い
る
サ
ー
ビ
ス
を
、
市
民
の
利

便
性
、
信
頼
性
、
費
用
対
効
果
な
ど
の
観
点

か
ら
、
市
が
こ
れ
ま
で
ど
お
り
関
与
し
て
い

く
べ
き
か
ど
う
か
を
十
分
見
極
め
、
民
間
の

専
門
性
や
効
率
性
が
発
揮
で
き
、
さ
ら
に
サ
ー

ビ
ス
向
上
が
期
待
で
き
る
と
判
断
さ
れ
る
事

務
事
業
は
、
民
間
委
託
を
進
め
る
。

■
※
５
Ｐ
Ｆ
Ｉ

(Private
Finance

Initiative：

プ
ラ
イ

ベ
ー
ト
・
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
・
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ

ブ)公
共
施
設
な
ど
の
建
設
、
維
持
管
理
、
運

営
な
ど
を
民
間
の
資
金
、
経
営
能
力
、
技
術

的
能
力
を
活
用
し
て
行
う
新
し
い
手
法
。
行

政
が
直
接
実
施
す
る
よ
り
も
効
率
的
で
効
果

的
と
考
え
ら
れ
る
事
業
は
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
の
手
法

を
導
入
し
て
、
行
政
コ
ス
ト
の
削
減
と
質
の

高
い
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
目
指
す
。
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安芸高田市の財政のすがた

【支出ダウン↓】
第三セクター・
外郭団体等の
健全化を

【目標額】
－２億4300万円

【支出ダウン↓】

民
※４

間委託などを
推進する

【目標額】
－１億4600万円

｢｢公公共共｣｣ はは行行政政だだけけでで担担ううももののとといいうう､､
ここれれままででのの考考ええ方方かからら脱脱けけだだしし､､ 行行政政がが
担担うう役役割割をを明明ららかかににすするるととととももにに､､ 民民間間
事事業業者者がが行行ええばば､､ 少少なないい費費用用でで効効果果がが大大
ききいいとと考考ええらられれるる事事業業はは､､ 民民間間へへのの委委託託
をを進進めめまますす｡｡ 現現在在､､ 指指定定管管理理者者制制度度でで運運
営営ししてていいるる施施設設もも､､ 目目的的のの達達成成度度をを検検証証
しし､､ 実実態態にに見見合合っったた管管理理運運営営にに努努めめまますす｡｡
ままたた､､ 地地域域でで公公共共ササーービビススのの担担いい手手ととなな
りりううるる意意欲欲とと能能力力をを備備ええたた地地域域ココミミュュニニ
テティィ､､ 民民間間ボボラランンテティィアア､､ NNPPOO法法人人なな
どどととのの協協働働にによよるる公公共共ササーービビススのの提提供供にに
取取りり組組みみまますす｡｡

第第三三セセククタターー・・外外郭郭団団体体ななどどはは､､ 団団体体
とと連連携携しし､､ 常常にに情情報報のの公公開開ななどど透透明明性性
がが確確保保さされれるるよようう適適切切なな行行政政指指導導にに努努
めめまますす｡｡ ままたた､､ 経経営営状状況況のの分分析析やや評評価価
をを行行いい､､ 健健全全なな経経営営にに向向けけたた改改革革・・改改
善善をを支支援援ししまますす｡｡

【支出ダウン↓】
投資的事業の
見直し

【目標額】
市総合計画・実施計
画により事業調整

【支出ダウン↓】
その他事業も
見直します

【目標額】
効果未算入

<<施施策策のの重重点点的的なな投投資資>>
新新市市建建設設計計画画をを引引きき継継いいだだ市市総総合合計計画画､､ 実実施施計計画画事事業業へへ資資金金をを
重重点点的的にに投投資資ししてて､､ 市市のの将将来来にに向向けけたた基基盤盤整整備備をを行行いいまますす｡｡
<<事事業業費費をを平平準準化化>>
事事業業費費はは､､ 効効率率的的､､ 計計画画的的にに使使ううとといいうう観観点点かからら､､ 長長期期的的なな視視
点点でで事事業業のの平平準準化化をを図図りりまますす｡｡

<<ＰＰ
※※５５

ＦＦＩＩ手手法法をを調調べべるる>>
おお金金ががかかかかららずず質質のの良良いい公公共共ササーービビススをを提提供供すするるたためめ､､ 民民間間資資
金金活活力力のの活活用用のの調調査査・・研研究究をを進進めめまますす｡｡
<<ココスストトをを減減ららすす>>
事事業業のの計計画画・・設設計計かからら､､ 施施行行､､ 維維持持管管理理ままでで効効率率的的なな事事業業のの実実
施施にに取取りり組組みみ､､ 建建設設・・維維持持管管理理ココスストトををおおささええるるよよううにに努努めめまますす｡｡
<<財財源源のの確確保保>>
事事業業をを行行ううににはは､､ 国国・・県県のの動動向向やや新新規規制制度度ななどど､､ 最最新新のの情情報報をを
的的確確ににつつかかみみ､､ 最最もも有有利利なな財財源源でで取取りり組組めめるるよよううにに努努めめまますす｡｡
<<地地方方債債発発行行 ((借借入入金金)) をを抑抑ええるる>>
おお金金をを借借りりなないいよよううにに努努めめ､､ 借借入入金金残残高高をを減減ららしし､､ 将将来来のの借借入入
金金返返済済のの負負担担をを減減ららししまますす｡｡

費費用用にに対対すするる効効果果､､ 必必要要性性､､ 緊緊急急性性

ななどどをを考考ええ､､ すすべべててのの事事務務事事業業をを廃廃

止止､､ 休休止止をを含含めめてて見見直直ししまますすがが､､ 予予

算算はは減減っっててもも､､ 事事業業のの効効果果はは維維持持､､

増増大大ささせせてていいくくよようう工工夫夫をを行行いいまますす｡｡

■
※
３
行
政
評
価
シ
ス
テ
ム

｢

行
政
の
行
っ
て
い
る
様
々
な
仕
事
が
、

そ
の
費
用
に
見
合
う
だ
け
の
効
果

(

成
果)

を
出
し
て
い
る
の
か｣

、｢

む
だ
や
重
複
に
な
っ

て
い
る
部
分
は
な
い
の
か｣

、｢

特
定
の
受
益

者
に
か
た
よ
っ
て
い
な
い
か｣

な
ど
の
検
証
・

評
価
を
行
い
、
実
施
手
段
や
方
法
な
ど
を
見

直
す
た
め
に
活
用
す
る
ツ
ー
ル

(

道
具)

。

本
市
で
は
、
個
々
の
事
業
を

｢

妥
当
性｣

、

｢

効
率
性｣

、｢

有
効
性｣

な
ど
の
客
観
的
視

点
か
ら
検
証
し
、
限
ら
れ
た
行
政
経
営
資
源

(

人
・
物
・
お
金)

を
よ
り
効
率
的
に
活
用

で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
る
。
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【収入アップ↑】
基金運用益に
よって増収を図る

【目標額】
＋１億1000万円

【収入アップ↑】
権限移譲に伴い
委託金が増加する

【目標額】
＋４億3400万円

【支出ダウン↓】
施設の管理や
事務経費を
削減する

【目標額】
－１億7800万円

職員の資質を
向上させる

能力開発・
人材育成

今今後後もも権権限限移移譲譲にによよっってて仕仕事事がが増増ええるる見見
込込みみでですす｡｡ 職職員員はは減減っっててもも､､ 個個々々のの職職員員
のの能能力力やや資資質質をを高高めめてて､､ 少少数数精精鋭鋭のの人人材材
育育成成にに努努めめまますす｡｡
ままたた､､ 職職員員そそれれぞぞれれがが行行政政のの執執行行者者ととしし
ててのの責責任任とと誇誇りりをを持持ちち､､ 市市民民にに信信頼頼さされれ
るる､､ よよりり効効率率的的・・効効果果的的なな行行政政執執行行とと財財
政政運運営営のの確確立立にに努努めめまますす｡｡

【支出ダウン↓】
人件費を抑える

【目標額】
－５億7100万円

当当面面のの間間､､ 退退職職者者のの代代わわりりととななるる新新規規

採採用用はは見見送送りり､､ 必必要要最最小小限限のの職職員員採採用用

ににととどどめめまますす｡｡ 現現在在取取りり組組んんででいいるる三三

役役をを含含めめたた職職員員のの給給与与カカッットトはは平平成成2233

年年度度ままでで続続けけまますす｡｡ 仕仕事事のの見見直直しし､､ 機機

構構改改革革にによよるる効効率率化化にによよりり､､ 職職員員のの勤勤

務務時時間間のの縮縮減減をを進進めめまますす｡｡

施施設設のの管管理理はは､､ 光光熱熱水水費費やや通通信信費費ななどどををよよ

りり節節減減すするるととととももにに､､ 業業務務委委託託はは仕仕様様やや契契

約約方方法法ななどどのの見見直直ししをを行行いい､､ 維維持持管管理理経経費費

のの削削減減をを図図りりまますす｡｡ 最最適適なな運運営営形形態態ををめめざざ

しし､､ 施施設設のの稼稼働働率率のの向向上上にに努努めめまますす｡｡

事事務務用用品品もも一一括括管管理理をを行行ううななどど､､ 徹徹底底的的にに

むむだだををななくくしし､､ ココスストト削削減減にに向向けけてて全全職職員員

がが取取りり組組みみまますす｡｡ ままたた､､ 事事務務手手続続ききのの簡簡素素

化化､､ 情情報報通通信信技技術術のの活活用用にによよるる事事務務のの効効率率

化化・・迅迅速速化化ななどど進進めめ､､ 事事務務経経費費のの一一層層のの削削

減減にに努努めめまますす｡｡

【支出ダウン↓】
補助金などを
見直す

【目標額】
－５億円

各各種種団団体体のの事事業業費費・・運運営営費費にに対対すするる補補
助助金金やや､､ 協協議議会会ななどどへへのの負負担担金金はは､､ そそ
のの目目的的､､ 意意義義､､ 効効果果ななどどをを調調べべ､､ 活活動動
にに影影響響をを出出ささなないいよようう､､ 必必要要性性のの高高いい
ももののはは増増ややしし､､ 補補助助のの役役割割がが薄薄れれたたもも
ののはは見見直直ししをを行行いい､､ 廃廃止止､､ 休休止止､､ 縮縮小小
をを行行いいまますす｡｡ ままたた､､ 補補助助金金ななどどのの必必要要
性性とと効効果果はは､､ 行行

※※３３

政政評評価価シシスステテムムななどどをを
活活用用ししてて､､ 毎毎年年､､ 検検証証ししまますす｡｡



―
―
こ
の
対
応
策
に
取
り
組
む
に
あ

た
り
、
何
が
一
番
大
切
だ
と
感
じ

ら
れ
て
い
ま
す
か
。

市
職
員
の

｢

意
識｣

と
い
う
の
が
一
番
大

切
に
な
っ
て
く
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
例
え

ば
の
話
し
で
す
が
、
こ
れ
ま
で
10
の
お
金
を

使
っ
て
仕
事
を
や
っ
て
き
た
と
し
た
と
き
、

こ
れ
か
ら
は
９
や
８
、
ま
た
５
く
ら
い
ま
で

お
金
が
減
っ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

お
金
が
減
っ
た
こ
と
が
理
由
で
、
市
民
の
皆

さ
ん
へ
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
を
悪
く

す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
今
ま
で
の
仕
事

の
や
り
方
を
見
直
し
て
、
い
か
に
少
な
い
お

金
で
今
の
サ
ー
ビ
ス
を
維
持
で
き
る
か
、
ま

た
、
今
以
上
に
住
民
の
皆
さ
ん
に
必
要
と
さ

れ
る
サ
ー
ビ
ス
を
行
え
る
か
を
考
え
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

―
―

｢

も
っ
と
良
い
サ
ー
ビ
ス
と
は

ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
か｣

そ
の

判
断
は
難
し
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

良
い
サ
ー
ビ
ス
を
、
い
ろ
い
ろ
な
視
点
か

ら
判
断
し
て
い
く
も
の
が
、
行
政
評
価
シ
ス

テ
ム
で
す
。
現
在
、
市
役
所
で
行
っ
て
い
る

す
べ
て
の
仕
事
を
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
の
中
に

は
め
て
い
き
ま
す
。
そ
こ
に
は
自
分
が
や
っ

て
い
る
仕
事
が
、
目
標
の
ど
こ
ま
で
で
き
て

い
る
か
、
住
民
の
皆
さ
ん
が
求
め
て
い
る
こ

と
と
一
致
し
て
い
る
か
、
現
在
の
時
代
に
あ
っ

て
い
る
か
な
ど
を
確
認
す
る
の
が
そ
の
役
割

で
す
。

―
―
こ
の
シ
ス
テ
ム
に
は
め
る
こ
と

で
、
仕
事
の
重
要
度
や
仕
事
の
取

り
組
み
方
な
ど
も
変
わ
っ
て
い
く

こ
と
に
な
る
の
で
す
か
。

限
ら
れ
た
予
算
を
ど
の
よ
う
に
充
実
し
て

使
っ
て
い
く
か
が
最
大
の
テ
ー
マ
で
す
。
住

民
の
皆
さ
ん
が
必
要
と
し
て
い
る
も
の
か
ら

優
先
度
を
つ
け
て
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
に

な
る
と
思
い
ま
す
。
現
在
取
り
組
ん
で
い
る

仕
事
の
中
に
は
、
廃
止
や
縮
小
さ
れ
る
事
業

も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
改
革
の

１
つ
と
し
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
も
ご
理
解

を
お
願
い
し
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。
財
政
健

全
化
計
画
も
、
最
初
の
計
画
ど
お
り
に
進
ん

で
い
か
な
い
部
分
も
出
て
く
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
変
わ
っ
た
と
こ
ろ
は
毎
年
、
変
更
を

加
え
、
よ
り
現
状
に
沿
っ
た
計
画
に
し
て
い

き
ま
す
。

―
―
住
民
の
皆
さ
ん
に
も
負
担
が
増

え
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

私
た
ち
が
市
民
の
皆
さ
ん
に
お
願
い
し
て

い
き
た
い
と
こ
ろ
は
、｢

受
益
者
負
担
の
原

則｣

で
す
。
サ
ー
ビ
ス
に
応
じ
た
料
金

(

負

担)

が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
、

サ
ー
ビ
ス
を
活
用
し
て
い
た
だ
い
た
方
に
そ

の
費
用
を
支
払
っ
て
い
た
だ
こ
う
と
い
う
も

の
で
す
。
合
併
し
て
４
年
で
す
が
、
各
種
施

設
の
管
理
運
営
費
に
係
る
人
口
一
人
あ
た
り

の
コ
ス
ト
は
、
類
似
団
体
と
比
べ
る
と
高
い

状
況
に
あ
り
ま
す
。
各
施
設
の
使
用
料
が
無

料
だ
っ
た
と
い
う
の
は
、
み
ん
な
の
税
金
に

よ
っ
て
ま
か
な
わ
れ
て
い
た
わ
け
で
す
。
手

厚
す
ぎ
る
行
政
は
、
税
金
を
そ
れ
だ
け
多
く

使
っ
て
し
ま
う
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。
そ

の
た
め
に
も
、
使
う
人
に
負
担
を
お
願
い
す

る
と
い
う
考
え
方
が
市
民
の
皆
さ
ん
に
と
っ

て
も
公
平
な
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま

す
。

―
―
皆
さ
ん
へ
の
負
担
が
増
え
る
と
、

一
層
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ま
ち
づ

く
り
へ
の
関
心
も
高
ま
る
と
思
い

ま
す
。

職
員
は
、
10
年
後
の
元
気
な
安
芸
高
田
市

の
姿
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
、｢

何
が
で
き
る
か｣

を
真
剣
に
考
え
、
現
実
か
ら
目
を
そ
ら
す
こ

と
な
く
現
実
を
し
っ
か
り
と
見
て
元
気
を
出

し
て
い
き
ま
す
。
財
政
的
に
厳
し
い
の
で
事

業
を
抑
制
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
お
金
を
か

け
な
く
て
も
新
た
な
事
業
を
行
う
方
法
は
あ

る
は
ず
で
す
。
変
わ
っ
た
職
員
の
姿
を
見
て

い
た
だ
き
、
変
わ
っ
た
市
役
所
の
姿
を
見
て

い
た
だ
く
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
以
上
の
市
民

の
皆
さ
ん
と
の
信
頼
関
係
を
築
い
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
我
々
は
内
部
努
力
を

が
ん
ば
る
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
は
適
正
な
負

担
と
得
意
な
分
野
で
力
を
発
揮
し
て
い
た
だ

く
。
住
民
の
皆
さ
ん
の
活
動
と
行
政
の
仕
事

は
、
車
の
両
輪
で
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
う
し
た
住
民
と
行
政
の
協
働
の
取
り
組
み

に
よ
っ
て
、
今
以
上
の
ま
ち
の
一
体
感
が
生

ま
れ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。
そ
の
一
体
感
が

あ
っ
て
こ
そ
、
財
政
健
全
化
計
画
の
実
現
が

成
し
遂
げ
ら
れ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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安芸高田市の財政のすがた

財
政
健
全
化
計
画
の
具
体
的
な
対
応
策
を
や
り
き
る
た
め
に
は
何
が
大
切
な

の
で
し
ょ
う
か
。
行
政
改
革
担
当
の
行
政
経
営
課
で
話
を
聞
き
ま
し
た
。

担
当
課
に
聞
く

■
※
６
行
政
改
革
集
中
改
革
プ
ラ
ン

平
成
17
年
度
か
ら
平
成
21
年
度
で
取
り
組

む
安
芸
高
田
市
行
政
改
革
大
綱
及
び
安
芸
高

田
市
行
政
改
革
推
進
実
施
計
画
書
に
基
づ
い

て
進
め
る
取
り
組
み
の
う
ち
、
平
成
17
年
３

月
に
国
が
示
し
た
指
針
に
沿
っ
て
、
集
中
的

に
取
り
組
む
主
要
課
題
を
抽
出
し
た
も
の
で

す
。
こ
の
集
中
改
革
プ
ラ
ン
に
は
、｢

事
務

事
業
の
再
編
・
整
理
、
廃
止
・
統
合｣

、｢

民

間
委
託
等
の
推
進

(

指
定
管
理
者
制
度
の
活

用
を
含
む)｣

、｢

定
員
管
理
・
給
与
の
適
正

化｣

、｢

健
全
な
財
政
運
営
の
推
進｣

、｢

地
方

公
営
企
業
等
の
経
営
の
健
全
化｣

、｢

地
方
公

営
企
業
の
経
営
改
革｣

、｢

第
三
セ
ク
タ
ー
の

経
営
改
革｣

の
こ
と
を
記
述
し
て
い
ま
す
。

8

10年後のゴール

収入支出の取り組みで
29億5200万円の効果

節
減
を
め
ざ
す
具
体
的
な
方
法

予
算

職
員
の
節
約
意
識
を
高
め
る
仕
組
み
を
導
入
し
ま
す

事
業
を
行
う
際
の
工
夫
や
新
た
な
財
源
の
確
保
に
よ
り
、
予
算
の
節

減
が
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
そ
の
節
減
額
の
一
部
を
、
節
減
を
行
っ

た
部
局
の
翌
年
度
以
降
の
予
算
に
上
乗
せ
す
る
な
ど
、
各
部
局
の
努
力

が
報
わ
れ
、
職
員
の
節
約
意
識
が
高
ま
る
仕
組
み
の
導
入
を
検
討
し
ま

す
。

財
政
の
状
況
を
公
開
し
ま
す

財
務
情
報
の
開
示
は
、
よ
り
わ
か
り
や
す
い
公
開
方
法
、
公
開
内
容

な
ど
に
努
め
、
透
明
性
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

行
政
評
価
シ
ス
テ
ム

行
政
を
経
営
す
る
と
い
う
意
識
へ
転
換
し
ま
す

市
役
所
の
仕
事
１
つ
１
つ
を
、
必
要
性
や
効
率
性
、
成
果
な
ど
の
一

定
の
基
準
で
、
で
き
る
限
り
わ
か
り
や
す
い
指
標
を
用
い
て
評
価
し
、

市
民
の
皆
さ
ん
へ
公
表
す
る
と
と
も
に
、
総
合
計
画
の
進
行
管
理
、
予

算
編
成
、
決
算
な
ど
に
活
用
し
ま
す
。

行※
６

政
改
革
集
中
改
革
プ
ラ
ン

集
中
改
革
プ
ラ
ン
を
継
続
し
て
取
り
組
み
ま
す

集
中
改
革
プ
ラ
ン
に
定
め
た
実
施
計
画
を
完
全
に
行
う
こ
と
を
目
指

す
と
と
も
に
、
そ
の
成
果
を
毎
年
検
証
し
、
次
年
度
の
改
革
に
反
映
し

ま
す
。
ま
た
集
中
改
革
プ
ラ
ン
は
計
画
期
間
を
平
成
21
年
度
ま
で
と
し

て
い
ま
す
が
、
以
降
も
続
け
て
策
定
し
、
更
な
る
行
政
改
革
に
発
展
さ

せ
取
り
組
み
ま
す
。

地
方
分
権
・
権
限
移
譲

地
方
分
権
に
向
け
た
組
織
体
制
を
つ
く
っ
て
い
き
ま
す

市
民
の
皆
さ
ん
が
持
つ
い
ろ
い
ろ
な
ニ
ー
ズ
に
対
処
し
て
い
く
た
め

に
も
、
様
々
な
手
法
を
活
用
し
て
、
と
ぎ
れ
る
こ
と
な
く
行
政
改
革
に

取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
県
か
ら
の
権
限
移
譲
は
、
地
域
の
実
情
や
要

望
に
沿
っ
た
行
政
を
自
主
的
・
総
合
的
に
担
っ
て
い
け
る
よ
う
、
計
画

的
な
事
務
の
移
行
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

新
た
な
会
計
制
度

新
地
方
公
会
計
制
度
へ
対
応
し
ま
す

国
が
現
在
研
究
し
て
い
る
新
地
方
公
会
計
制
度
は
、
今
後
の
国
の
動

き
に
注
目
し
な
が
ら
、
資
産
・
債
務
の
適
切
な
管
理
や
財
務
情
報
の
わ

か
り
や
す
い
公
開
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

【支出ダウン↓】
公営企業の
経営健全化・
経営改革

【目標額】
－３億7000万円

【支出ダウン↓】
公債費の抑制・
事業コストの縮減

【目標額】
－２億1000万円

投投資資的的事事業業をを見見直直すすここととでで､､ 新新たたなな借借入入れれをを抑抑ええ､､ 特特別別

会会計計をを含含めめ将将来来的的なな借借入入金金返返済済のの負負担担をを減減ららししまますす｡｡

<<繰繰上上償償還還>>

金金利利がが高高いい借借入入金金はは借借換換ええをを行行いい､､ ままたた､､ 時時期期をを繰繰上上げげ

てて支支払払ううななどど､､ 将将来来的的なな利利子子負負担担をを減減ららししまますす｡｡

上上下下水水道道ななどどはは､､ 使使用用料料金金ななどどのの収収入入でで事事業業をを運運営営すするるとといいうう

独独立立採採算算のの原原則則にに基基づづきき､､ 経経営営のの課課題題をを明明ららかかににすするるととととももにに､､

各各事事業業のの経経営営健健全全化化計計画画ををつつくくりり､､ 自自立立ししたた経経営営をを目目指指ししまますす｡｡

<<一一般般会会計計かかららのの繰繰出出金金のの削削減減>>

現現在在､､ 簡簡易易水水道道事事業業やや下下水水道道事事業業会会計計はは､､ 収収支支のの不不足足分分をを一一般般

会会計計かかららのの繰繰出出金金でで補補ててんんししてていいまますす｡｡ 独独立立採採算算のの原原則則にに立立ちち

返返りり､､ 事事業業全全般般のの見見直直ししやや､､ ササーービビススをを受受けけるる人人のの負負担担のの適適正正

化化にに取取りり組組みみ､､ 一一般般会会計計かかららのの繰繰りり出出すすおお金金をを減減ららししまますす｡｡
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【保育所 (園)】
■入所の基準
保育所 (園) に入所できる子どもは､
保護者が次のいずれかに該当し､ また同
居の家族が保育できないと認められる場
合です｡
１. 昼間に家庭外で働いている
２. 昼間に家庭内で子どもと離れて家
事以外の仕事を行っている
３. 妊娠中か､ 出産間もない
４. 病気や心身に障害がある
５. 長期にわたり病気や障害がある家
族を介護している
６. 災害の復旧に当たっている
■入所 (園) 申込の手続き
●申込書の配布
１月10日 (木) ～18日 (金) に､
クリスタルアージョ１階子育て支援
センターか､ 各支所市民生活課､ 各
保育所 (園) で配布
●受付期間
１月21日 (月) ～31日 (木)
●提出書類
・入所申込書
・入所基準に該当する事項の証明
・源泉徴収票の写しか確定申告をす
る場合は､ 申告書の写し (後日提
出)
・平成19年１月１日以降に安芸高田
市へ転入した方は､ 前住所地の平
成19年度市町村民税課税台帳記載
事項証明書
・同一世帯に障害児 (者) がいる場
合は､ 身体障害者手帳か療育手帳

●入所の決定
３月中旬に保護者へ通知
●保育料の決定
４月中旬に保護者へ通知

■広域入所を希望する場合
安芸高田市以外の保育所を選択するこ
とができます｡ ただし､ 市町村間で契約
などが必要ですので事前にご相談くださ
い｡
■育休・産休明けで職場復帰する場合
保護者が育児休業・産後休暇取得後､
職場に復帰を予定している方は､ ２か月
前までにはご相談ください｡
■その他
●年度途中の入所は､ 随時行っており
ますが､ 遅くても入所希望日の２週
間前までにはご相談ください｡
●既に安芸高田市の保育所 (園) へ入
所している方は､ ｢入所基準に該当
する事項の証明｣ などの提出が毎年
必要ですので後日用紙を送付します｡

■問い合わせ
社会福祉課児童福祉グループ
℡４７－１２８３
(クリスタルアージョ１階子育て支援
センター内)

各支所市民生活課
八千代支所 ℡５２－２１１３
美土里支所 ℡５４－０３１３
高宮支所 ℡５７－０３１３
甲田支所 ℡４５－５１２０
向原支所 ℡４６－３１１３

保育所 (園) の紹介������� ���� �� ���� ����
吉田保育所
吉田町吉田1998
℡42－0662

安芸
高田市 190 平 日７:30～18:30

土曜日７:30～13:00

・乳児保育 (生後６か月か
ら)
・地域子育て支援センター
(育児相談､ 園庭開放など)

みつや保育所
吉田町吉田1786
℡42－1328

社会福祉
法人
報正会

60 平 日７:30～19:00
土曜日７:30～19:00

・入所対象年齢：３歳未満児
・乳児保育 (生後２か月から)
・体験保育

可愛保育園
吉田町山手647
℡43－1776

社会福祉
法人
愛心会

120 平 日７:15～18:45
土曜日７:15～18:45

・乳児保育 (生後２か月から)
・一時保育 (緊急時の保育や
私的理由による保育に対応)

入江保育園
吉田町上入江1986-2
℡43－1011

社会福祉
法人
報正会

45 平 日７:30～19:00
土曜日７:30～19:00

・乳児保育 (生後２か月か
ら)
・一時保育
・体験入園

八千代南保育園
八千代町上根1372
℡52－3048

財団法人
愛児会 45 平 日７:30～19:00

土曜日７:30～18:30

・乳児保育 (生後２か月か
ら)
・一時保育

刈田保育園
八千代町勝田1670
℡52－2099

財団法人
愛児会 30 平 日７:30～19:00

土曜日７:30～18:30

・乳児保育 (生後２か月か
ら)
・一時保育

みどりの森保育所
美土里町本郷1714-2
℡54－0880

安芸
高田市 80 平 日７:30～18:30

土曜日７:30～13:00

・乳児保育 (生後６か月か
ら)
・園庭開放

ひまわり保育所
美土里町生田2958-1
℡55－0880

安芸
高田市 35 平 日７:30～18:30

土曜日７:30～13:00
・乳児保育 (生後６か月か
ら)

ふなさ保育園
高宮町佐々部531
℡57－0007

安芸
高田市 60 平 日７:30～18:30

土曜日７:30～13:00

・乳児保育 (生後６か月か
ら)
・園庭開放

くるはら保育園
高宮町原田3380-4
℡57－1633

安芸
高田市 60 平 日７:30～18:30

土曜日７:30～13:00

・乳児保育 (生後６か月か
ら)
・園庭開放

かわね保育園
高宮町川根2749-1
℡58－0259

安芸
高田市 30 平 日７:30～18:30

土曜日７:30～13:00

・乳児保育 (生後６か月か
ら)
・園庭開放

小田東保育所
甲田町高田原1663
℡45－2118

安芸
高田市 80 平 日７:30～18:30

土曜日７:30～13:00

・乳児保育 (生後６か月か
ら)
・地域子育て支援センター
(育児相談､ 園庭開放など)

甲立保育所
甲田町上甲立337
℡45－2199

安芸
高田市 60 平 日７:30～18:30

土曜日７:30～13:00

・乳児保育 (生後６か月か
ら)
・園庭開放

小原保育所
甲田町下小原3472-6
℡45－2653

安芸
高田市 45 平 日7:30～18:30

土曜日７:30～13:00

・乳児保育 (生後６か月か
ら)
・園庭開放

向原こばと園
向原町坂56-2
℡46－2018

安芸
高田市 110 平 日７:30～18:30

土曜日７:30～13:00

・乳児保育 (生後６か月か
ら)
・地域子育て支援センター
(育児相談・園庭開放など)

����
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■開 所 時 間 月～金曜日と第１・３・５土曜日

９:30～14:30
※預かり保育 ８:30～18:00

■対象と定員 ３歳児 30名 (27名募集)､ ４歳児
35名 (17名募集)､ ５歳児 35名 (22
名募集)
※３歳の誕生日から入園可能

■休 園 日 第２・４土曜日､ 日曜日､ 国民の祝日､
学年始休園日 (４月１日～７日)､ 夏
季休園日 (７月21日～８月31日)､ 冬

季休園日 (12月24日～１月６日)､ 学
年末休園日 (３月23日～31日)

■昼 食 週３日 お弁当持参､ 月曜日 ごはん
のみ持参､ 水曜日 パン給食

■服 装 制服､ 制帽 ※幼稚園バスあり
■入園手続き 入園願書をすでに配布しており､ 現在

入園願書受付中です｡ (入園願書はひ
の川幼稚園に用意してあります)

■補 助 金 市と国より就園奨励費が支給されます｡
(所得制限あり)

【吉田幼稚園】
■保育時間 月～金曜日 9:00～14:00

※預かり保育制度あり ８：30～16：15 (予定)
■募集定員 ４歳児 35名 (定員)

５歳児 35名 (定員)
■入園対象 安芸高田市に住所があり､ 平成20年４月

１日現在で満４歳及び５歳の幼児
■入園期間 平成20年４月から平成21年３月まで
■休 園 日 毎週土曜日､ 日曜日､ 国民の祝日､ 学年

始休業日 (４月１日～４月６日)､ 夏季
休業日 (７月21日～８月31日)､ 冬季休
業日 (12月24日～１月６日)､ 学年末休
業日 (３月26日～３月31日)

■昼 食 主食 (ごはん) のみ持参 (副食は､ 吉田
学校等給食センターより搬送)

■服 装 制服､ 制帽
■入園手続き 入園願を平成20年１月10日 (木) から30

日 (水) までの間に､ 吉田幼稚園に提出
してください｡ (申請用紙は吉田幼稚園
または教育委員会に用意しています)

■お問い合わせ 吉田幼稚園 ℡ 42－2788
教育委員会教育総務課
学事施設グループ ℡ 42-0049 (直通)

��������������������������



副
会
長
は
振
興
会
の
会
長
、
副
会
長

が
担
う
こ
と
も
確
認
し
合
わ
れ
ま
し

た
。
こ
の
会
議
で
は
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
講

習
を
消
防
本
部
か
ら
受
け
る
時
間
も

設
け
ら
れ
ま
し
た
。
い
ざ
と
い
う
と

き
使
用
で
き
る
よ
う
、
い
つ
か
は
振

興
会
と
し
て
も
備
え
て
お
け
れ
ば
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

自
主
防
災
組
織
を
ど
の
よ
う
に
動

か
し
て
い
く
の
か
を
、
こ
れ
か
ら
役

員
や
地
域
の
み
ん
な
が
一
緒
に
な
っ

て
話
し
合
っ
て
決
め
て
い
き
ま
す
。

災
害
時
に
、
一
人
暮
ら
し
の
方
へ
の

声
か
け
・
避
難
・
誘
導
の
方
法
や
、

避
難
場
所
に
備
品
や
食
糧
を
置
い
て

お
け
る
の
か
な
ど
詳
し
い
こ
と
は
市

と
も
話
し
合
い
を
し
な
が
ら
決
め
て

い
き
た
い
と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

自
主
防
災
組
織
の
規
約
の
中
に
、
防

災
計
画
と
い
う
項
目
が
あ
り
ま
す
。

災
害
時
に
は
ど
う
動
か
な
け
れ
ば
い

け
な
い
か
を
想
定
し
て
、
マ
ニ
ュ
ア

ル
を
作
っ
て
お
こ
う
と
い
う
も
の
で

す
。
実
際
に
災
害
を
体
験
さ
れ
て
い

る
だ
け
に
必
要
な
こ
と
も
わ
か
り
ま

す
。
こ
の
防
災
計
画
も
役
員
と
地
域

の
方
で
話
し
合
い
な
が
ら
決
め
て
い

か
れ
ま
す
。
ま
た
、
地
域
の
危
険
箇

所
な
ど
を
把
握
す
る
た
め
、
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
作
成
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
が
完
成
し
た
ら
、
地
域
の
方
に

配
布
し
た
い
と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

｢

行
事
の
開
催
で
、
地
域
の
人
た
ち

に
振
興
会
の
こ
と
は
浸
透
し
た
と
思

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
、
は
っ
き
り

と
し
た
目
的
を
持
っ
て
全
員
参
加
の

活
動
に
し
て
い
く
段
階
だ
と
思
い
ま

す
。
そ
の
ひ
と
つ
が
今
回
の
自
主
防

災
組
織
設
立
の
取
り
組
み
で
す
。
ま

た
、
地
域
の
財
産
で
あ
る
す
ば
ら
し

い
土
師
ダ
ム
や
四
季
の
里
を
活
用
し

な
が
ら
、
こ
の
地
域
に
住
ん
で
よ
か
っ

た
と
思
え
る
地
域
づ
く
り
を
や
っ
て

い
け
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す｣

と

平
野
ひ
ら
の�
信
た
か
の
ぶ

会
長
は
話
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
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①土師・勝田地域振興会の役員の皆さんと､ 辻駒健二推進員｡
②４回目となるグラウンドゴルフ大会は､ ８歳から91歳まで幅広い年齢層の参加があっ
た｡
③敬老会では､ 舞踊・フラダンス・お楽しみ抽選会など楽しい企画で祝った｡
④消防本部から職員を招いてのAEDの講習会｡

①

③②

｢土師ダムがあるから､ 災
害が起きない｣ という常識を
覆したこのたびの集中豪雨｡
この災害を経験されて､ 安心
は行動がなければ得られない
と感じられたことと思います｡
そこから､ 自分たちの地域は
自分たちで守っていかなけれ
ばいけないと自主防災組織の
設立の話が持ち上がったので
しょう｡ みんなで安心して暮
らすためにも､ 行政の役割､
自分たちの役割の分担を決め
られていくことと思います｡
このテーマは振興会活動をす
る中で避けて通れないものだ
と思います｡
地域活動は､ 言われてやる
ものではありません｡ 皆さん
が安全安心に生活し､ 将来に
つなげていくことがまちづく
りだと思います｡ 自主防災組
織を設立したときに､ 何かあっ
たとき責任を誰がとるのかと
いう意見もあったそうですが､
責任がどこにあるのかという
議論をするのではなく､ いか
に危険を回避するのかという
議論をしながら､ 自分たちが
できるところはどこまでかを
決め､ 市や消防団としっかり
話し合って､ 自主防災活動を
やっていただきたいと思いま
す｡

自分たちでできる
ところを見極める

土土師師・・勝勝田田地地域域振振興興会会
人人 口口 777700人人
世世帯帯数数 334400世世帯帯

平成19年４月現在

振
興
会
の
こ
と
を
地
域
の

人
に
知
っ
て
も
ら
う

土
師
・
勝
田
地
域
振
興
会
は
、
地

域
の
人
た
ち
に
振
興
会
の
こ
と
を
知
っ

て
も
ら
お
う
と
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
大
会
、
敬
老
会
の
開
催
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
行
事
を
や
っ
て
こ
ら
れ
ま
し

た
。
地
域
の
中
に
あ
る
四
季
の
里
も

大
切
な
財
産
と
と
ら
え
、
イ
ベ
ン
ト

の
時
は
バ
ザ
ー
で
参
加
し
て
き
ま
し

た
。
そ
の
際
も
、
振
興
会
の
役
員
に

加
え
て
、
地
域
か
ら
も
協
力
を
い
た

だ
き
、
振
興
会
の
取
り
組
み
や
活
動

内
容
を
地
域
の
人
に
体
験
し
て
知
っ

て
も
ら
え
る
よ
う
工
夫
し
て
き
ま
し

た
。

ま
た
、
安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く

り
に
取
り
組
も
う
と
、
今
年
度
新
た

に
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
カ
ー
を
走
ら
せ

て
い
ま
す
。
犯
罪
や
事
故
の
発
生
ゼ

ロ
を
目
指
し
て
、
ゼ
ロ
が
つ
く
10
日

と
20
日
の
月
２
回
、
子
ど
も
の
下
校

時
間
に
あ
わ
せ
て
役
員
が
中
心
と
な
っ

て
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

取
り
組
み
か
ら
、
地
域
の
人
に
振
興

会
と
い
う
も
の
が
ど
の
よ
う
な
役
割

を
果
た
す
も
の
な
の
か
わ
か
っ
て
も

ら
え
た
の
で
は
な
い
か
と
役
員
の
方

た
ち
は
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
地
域
は
災
害
が
な
い

と
思
っ
て
い
た

昨
年
９
月
の
大
雨
の
日
、
役
員
の

方
た
ち
は
そ
れ
ぞ
れ
不
安
な
夜
を
過

ご
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
あ
る
役
員
は
、

地
域
で
会
議
を
さ
れ
て
い
た
そ
う
で

す
。
屋
根
を
強
く
打
つ
雨
の
音
を
聞

き
な
が
ら
の
会
議
。
夜
９
時
く
ら
い

に
終
わ
り
帰
宅
し
よ
う
と
す
る
と
、

道
路
の
上
を
水
が
流
れ
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
に
は
と
て
も
驚
か
れ
ま
し
た
が
、

ま
さ
か
大
水
害
が
お
こ
る
と
は
思
っ

て
も
み
な
か
っ
た
そ
う
で
す
。
し
か

し
、
川
の
様
子
が
心
配
に
な
り
懐
中

電
灯
を
も
っ
て
行
っ
て
み
る
と
、
水

位
が
増
し
て
い
て
こ
の
ま
ま
降
り
続

く
と
家
の
ほ
う
ま
で
水
が
く
る
の
で

は
と
不
安
に
な
ら
れ
た
そ
う
で
す
。

｢

自
分
の
家
ま
で
水
が
こ
な
い
よ
う

に
と
願
っ
て
い
ま
し
た
。
よ
そ
の
家

の
こ
と
ま
で
気
が
回
り
ま
せ
ん
で
し

た｣

。
こ
の
日
だ
け
は
自
分
の
家
の

こ
と
を
心
配
す
る
だ
け
で
精
一
杯
だ
っ

た
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

土
師
地
域
で
は
、
山
か
ら
水
が
出

て
い
た
と
こ
ろ
に
消
防
団
が
土
の
う

を
積
ま
れ
ま
し
た
が
、
水
の
勢
い
が

強
す
ぎ
て
ま
っ
た
く
土
の
う
が
利
か

な
か
っ
た
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
し
た
。

避
難
場
所
へ
行
こ
う
に
も
水
が
あ
ふ

れ
た
り
、
道
路
も
寸
断
さ
れ
た
り
。

最
も
雨
が
強
い
と
き
や
災
害
が
起
き

て
か
ら
で
は
身
動
き
が
と
れ
な
か
っ

た
そ
う
で
す
。

今
ま
で
、
暴
風
雨
や
台
風
な
ど
で

水
害
は
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
こ
ま
で

の
被
害
が
で
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
ま
た
、
水
が
く
る
こ
と
は

な
い
だ
ろ
う
と
安
心
し
て
い
た
よ
う

な
地
域
に
も
水
が
襲
い
、
災
害
と
い

う
の
は
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
が
起
こ

る
と
い
う
こ
と
を
地
域
の
皆
さ
ん
は

実
感
さ
れ
ま
し
た
。

自
主
防
災
組
織
の
設
立

昨
年
の
災
害
を
う
け
て
、
日
頃
か

ら

｢

防
災｣

と
い
う
も
の
を
み
ん
な

で
意
識
し
て
お
く
こ
と
の
大
切
さ
を

役
員
の
方
は
感
じ
ら
れ
、
自
主
防
災

組
織
の
設
立
を
し
な
け
れ
ば
と
強
く

思
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
の
夏
か
ら
自

主
防
災
組
織
の
設
立
に
む
け
て
準
備

を
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
市
か
ら
説
明

を
受
け
た
り
、
規
約
の
案
を
つ
く
る

た
め
役
員
で
何
回
か
協
議
さ
れ
た
り

し
ま
し
た
。
ま
た
、
振
興
会
だ
よ
り

に
も
自
主
防
災
の
記
事
を
掲
載
し
、

地
域
の
防
災
情
報
を
知
っ
て
も
ら
う

よ
う
努
め
て
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
11
月
に
は
、
振
興
会
役

員
、
行
政
嘱
託
員
、
地
元
消
防
後
援

会
役
員
、
消
防
Ｏ
Ｂ
の
方
々
に
参
加
、

協
力
を
い
た
だ
き
、
規
約
が
承
認
さ

れ
、
そ
の
あ
と
自
主
防
災
組
織
の
役

員
が
決
ま
り
ま
し
た
。
会
長
１
名
、

副
会
長
２
名
、
監
事
２
名
、
班
長
若

干
名
を
決
定
し
ま
し
た
。
こ
の
会
長
、
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四
季
の
里
で
の
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
や
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

大
会
の
開
催
な
ど
に
よ
り
、
地
域
の
人
た
ち
に
土
師
・
勝
田
地
域

振
興
会
と
い
う
も
の
が
浸
透
し
つ
つ
あ
る
と
役
員
た
ち
は
感
じ
て

い
る
。
こ
れ
か
ら
は
、
地
域
で
安
全
・
安
心
に
暮
ら
す
た
め

｢

防

災｣

を
テ
ー
マ
に
活
動
し
て
い
く
。
昨
年
９
月
に
大
雨
で
被
害
を

受
け
た
こ
の
地
域
、
自
主
防
災
組
織
の
必
要
性
を
強
く
感
じ
、
今

年
11
月
に
設
立
し
た
。
地
域
全
体
で
防
災
を
意
識
し
な
が
ら
自
分

た
ち
の
地
域
は
自
分
た
ち
で
守
り
、
こ
こ
に
住
ん
で
い
て
よ
か
っ

た
と
思
え
る
地
域
づ
く
り
を
す
す
め
て
い
く
。

VOL.21 土師・勝田地域振興会
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シンガポールの中学生もゲストとして発表
安芸高田市中学校芸術祭
11月25日 (日)､ クリスタルアージョの大ホールで､ 安芸

高田市中学校芸術祭が開催されました｡ これは､ 市民文化セ
ンター落成記念事業として行なわれたもので､ ６町の中学校
の生徒が出演しました｡ また､ 市内中学校と姉妹校提携を結
んでいるシンガポールのメイフラワー中学校がゲストとして
出演し吹奏楽を発表されました｡ 各学校の生徒たちは､ 踊り
や楽器演奏､ 合唱など､ みんなで心をひとつにして発表しま
した｡ 会場いっぱいの観客はみんな, 演目が終わるたびに大
きな拍手を送っていました｡

青空に映えるもみじの中を走る
第30回土師ダム湖畔マラソン大会
11月23日 (金)､ 八千代町土師ダム湖畔で第30回土師ダム

湖畔マラソン大会が開催されました｡ 親子ペア (１㎞)､ ３
㎞､ 10㎞､ ハーフの部に約450人が参加されました｡ 今回､
30回目の開催を記念して､ サッカー元日本代表で現在サンフ
レッチェ広島ユースの監督をされている森山佳郎さんをゲス
トに迎え､ 参加者と一緒に３㎞を走られました｡ 参加者は､
赤や黄色に色づいた紅葉の中を気持ちよさそうに走っていま
した｡ 閉会式時には､ 地元特産品の野菜や米などが当たる､
お楽しみ抽選会も行われました｡

集めたゴミは14袋
吉田町ボランティアセンター クリーン作戦
11月23日 (金)､ 吉田町ボランティアセンターの皆さん約

30名が吉田町吉田地域の美化活動に取り組みました｡ 参加者
は白い息を吐きながら火ばしを手にごみを拾って歩きました｡
交通量の多い国道54号線が横断している地域だけに､ 集めて
みて多かったのは､ たばこの吸殻やおかしの空き袋など｡
｢以前に比べてめっきりと減った｣ と参加者からは聞かれま
したが､ 空き缶や空きびんなどもあり､ １時間ちょっとでご
み袋14袋分のごみが集まりました｡ 参加者はクリーン作戦の
後､ 葉ぼたんの植え替え作業を行い､ プランターに移された
葉ぼたんは､ 吉田幼稚園など町内８か所に置かれました｡
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湧永製薬が北陸電力に圧勝
第32回日本ハンドボールリーグ
11月24日 (土)､ 甲田町の湧永満之記念体育館で第32回日

本ハンドボールリーグが開催されました｡ この日の時点で５
勝２分１敗で３位の湧永製薬は､ 北陸電力を相手に序盤から
攻めます｡ 湧永製薬チームに得点が決まるたびに､ 約400人
の観客から大きな歓声が上がりました｡ 結果は40対22と圧勝｡
試合終了後には､ サイン会と講習会が行われ､ 湧永製薬､ 北
陸電力の選手から子どもたちに相手の交わし方やゴールの仕
方などが教えられていました｡

今年も紅葉が赤や黄色に色づきました
第７回かえでまつり
11月17日 (土)・18日 (日) に､ 甲田町の唯称庵跡のかえ

で林で､ 第７回かえでまつりが開催されました｡ 今年は､ 例
年に比べて紅葉の時期が１週間ほど遅く､ まつりを主催した
22区地域振興会の方たちは気にかけられていましたが､ 17日
だけでもおよそ1000人の人が訪れました｡ 訪れた人たちは､
炊き込みご飯､ とん汁､ やきいもなどを食べながら､ 赤や黄
色に色づいた紅葉に見とれていました｡ 広島市内から来られ
た方は､ ｢初めて来ましたが､ 立派なかえでで大変すばらし
かったです｣ と話されていました｡

グランプリはどの神楽団に
ひろしま神楽グランプリ2007
11月24日 (土)､ 美土里町の神楽門前湯治村で､ ひろしま神楽グランプリ2007が開催

されました｡ この大会は､ 今年１年間に各地の神楽競演大会で優勝した神楽団の中から､
新舞の部､ 旧舞の部のグランプリを決めるもので､ 美土里町､ 北広島町､ 安芸太田町､
浜田市から11神楽団の出場と､ 特別出演として2団体の参加がありました｡ 各神楽団が
繰り広げる最高の技に､ 2500人の観客は大きな声援を送っていました｡ グランプリに見
事輝いたのは､ 新舞の部が美土里町の横田神楽団､ 旧舞の部が安芸太田町の三谷神楽団
でした｡

地域には宝物がある
まちづくり講演会
11月22日 (木)､ クリスタルアージョの大ホールで､ まち

づくり講演会が開催されました｡ 講師は徳島県上勝町 (株)
いろどり代表取締役副社長の横石知二さん｡ もみじなどの葉
を料亭などに出荷するという､ 地域資源を活用したビジネス
の手法を話されました｡ そのビジネスの労働力は地域のお年
寄り｡ 売る現場を知り､ 売るための仕組みを考えることが大
切｡ 地域経済がうまくまわりはじめると､ だれにも出番があ
り､ 評価を受け､ 自信を持つことでみんなが元気になってい
くはずだと話されました｡
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文
化
財
を
火
災
か
ら
守
ろ
う

１
月
26
日
は｢

文
化
財
防
火
デ
ー｣

で
す
。

昭
和
30
年
に
文
化
財
を
火
災
か
ら
保
護
す
る

た
め
に
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

文
化
財
の
防
火
は
文
化
財
の
所
有
者
・
管

理
者
だ
け
で
な
く
、
地
域
の
住
民
や
消
防
機

関
が
一
体
と
な
っ
て
継
続
的
に
取
り
組
む
こ

と
が
必
要
で
す
。

安
芸
高
田
市
内
で
も
、
文
化
財
を
火
災
や

震
災
そ
の
他
の
災
害
か
ら
守
る
た
め
、
毎
年

各
町
の
文
化
財
施
設
で
安
芸
高
田
消
防
署
、

安
芸
高
田
市
消
防
団
及
び
市
民
に
よ
る
合
同

訓
練
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
年
は
八
千
代
町
下
根
の
亀
山
神
社
で
の

訓
練
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

緊
急
消
防
援
助
隊

合
同
訓
練
参
加

11
月
28
日
、
29
日
に
、
鳥
取
県
米
子
市
で

行
わ
れ
た
中
国
・
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
緊
急
消
防

援
助
隊
合
同
訓
練
に
安
芸
高
田
消
防
署
か
ら

救
急
隊
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。

消
防
年
報
公
開
中

消
防
本
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
、
平
成
18
年

版
の
安
芸
高
田
消
防
年
報
を
公
開
し
て
い
ま

す
。消

防
本
部
・
署
の
概
要
や
、
18
年
度
の
火

災
・
救
急
・
救
助
件
数
な
ど
の
詳
細
が
掲
載

さ
れ
て
い
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

幼
年
消
防
ク
ラ
ブ

防
火
餅
つ
き

安
芸
高
田
市
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
の
八
千
代

南
保
育
園
、
刈
田
保
育
園
、
ひ
の
川
幼
稚
園

で
防
火
餅
つ
き
が
催
さ
れ
ま
し
た
。
地
域
の

皆
さ
ん
や
地
元
消
防
団
と
一
緒
に
、｢

火
の

用
心｣

と
大
き
な
声
で
叫
び
な
が
ら
お
餅
を

つ
き
ま
し
た
。

救
助
工
作
車
紹
介

第
６
回
〜
エ
ア
カ
ッ
タ
ー
〜

エ
ア
カ
ッ
タ
ー
は
、
空
気
ボ
ン
ベ
の
高
圧

空
気
を
利
用
し
鉄
板
な
ど
を
切
断
す
る
救
助

器
具
で
す
。

動
力
が
空
気
な
の
で
、
火
花
が
出
に
く
く
、

ガ
ソ
リ
ン
な
ど
へ
の
引
火
危
険
が
少
な
く
自

動
車
事
故
、
油
流
出
事
故
な
ど
の
火
気
厳
禁

の
場
所
で
も
使
用
可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。

器
具
の
軽
量
化
に
も
優
れ
、
狭
い
場
所
で

も
作
業
で
き
ま
す
。
ま
た
、
空
気
ボ
ン
ベ
を

動
力
源
と
し
て
い
る
た
め
エ
ン
ジ
ン
ト
ラ
ブ

ル
な
ど
の
故
障
が
あ
り
ま
せ
ん
。
水
中
で
の

使
用
も
可
能
で
す
。

■
仕
様

本

体

重

量

１
・
９
㎏

通
常
使
用
時
間

約
４
分(

ボ
ン
ベ
１
本)

17

11月

火 災

救 急

救 助

そ の 他

1件

132件

3件

4件

(26件)

(1,247件)

(28件)

(46件)

���
��

八千代南保育園
幼年消防クラブ

刈田保育園
幼年消防クラブ

ひの川幼稚園
幼年消防クラブ
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●広報あきたかたへの情報提供をお願いします
広報あきたかたでは､ がんばっている人､ グループ､ 全国大会へ出場する人の情報をお待ちしています｡
(紙面スペースなどにより掲載できない場合もありますので､ その際にはご了承ください｡)
あて先は､ 〒731-0592 安芸高田市吉田町吉田791番地 安芸高田市総務企画部総務課 ｢広報あきたかた｣ 担当係 ℡42-5611 FAX42-4376

向原インディアカ同好会のみなさん

向原でインディアカが取り組まれるようになったのは､ 今から
30年も前のこと｡ 向原町教育委員会が､ ニュースポーツとして､
町民に指導したことが始まりでした｡ その時に向原インディアカ
同好会が結成されました｡ インディアカはバレーボールに近く､
羽のついたボールを片手で打ち､ レシーブ・トス・アタックを決
め得点を競うスポーツです｡ 現在､ メンバーは､ 22名で､ 向原だ
けでなく市内の方たちも参加されています｡ 年齢も19歳から65歳
と幅広く､ だれでも楽しむことのできるスポーツだということが
伺えます｡ 練習は毎週月曜日の午後８時から10時まで｡ ｢雰囲気
がとてもよく､ 大笑いしながら練習しています｡ ストレス解消に
なるし健康にもいいんですよ｣ と皆さんは話されます｡ この同好
会が､ このたび ｢平成19年度生涯スポーツ優良団体文部科学大臣
表彰｣ を受賞されました｡ 永年のインディアカの普及や､ 生涯ス
ポーツの振興に寄与されたことが評価されたものです｡ 伊東

い とう

悦子
えつ こ

会長は､ ｢このような賞をいただき､ 永年続けてきて良かったな
と思います｡ 指導してくれた教育委員会と､ 先人の方に感謝して
います｣ と話されました｡ これからの目標は､ もっとインディア
カをみんなに広めていくことだそうです｡

沖野
おき の

洋美
ひろ み

さん (八千代町)

安芸高田市選挙管理委員長の沖野洋美さんが､ このたび総務大臣表彰を受賞されました｡
沖野さんは､ 昭和63年から八千代町選挙管理委員として､ 平成８年からは委員長として公
正な選挙の執行に努められました｡ 合併後も引き続き選挙制度の市民への周知や投票率の向
上などに努められています｡

�������� ２つのコートに分かれて試合形
式で練習をされていた｡

インディアカに使うボールの大
きさは約20ｃｍで､ とても軽い｡

中学生の ｢税の作文｣ 吉田税務署長表彰

■タイトル ｢身近な税｣
上則 春奈さん (甲田中)

■タイトル ｢みんなの生活をより豊かにしてくれるも
の｣

前 侑果さん (甲田中)

����������
������������������������
第20回安芸高田市少年健全育成柔道・剣道大会

10月28日 (日)､ 吉田中学校で､ 安芸高田市防犯連
合会主催の ｢第20回安芸高田市少年健全育成柔道・剣
道大会｣ が開催されました｡ 市内から､ 約80名の児童､
生徒が参加し､ 日頃培った稽古の成果を存分に発揮し､
熱戦を繰り広げました｡ 団体戦の結果は次のとおりで
す｡

■柔道団体
優 勝 高宮柔道スポーツ少年団
準優勝 三ツ矢スポーツ少年団

■剣道団体 (小学生)
優 勝 甲田剣道スポーツ少年団
準優勝 美土里剣道スポーツ少年団Ａ

■剣道団体 (中学生)
優 勝 高宮剣道スポーツ少年団
準優勝 向原剣道スポーツ少年団

����������
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月日・受付期間 会 場 相談内容 お 知 ら せ
１月８日(火)
10:00～11:30

(八千代)
保健センター

●育児相談
●４か月児相談
●２歳６か月児
相談

※４か月児相談・
２歳６か月児相
談の対象者には
個人通知します｡
対象：４か月児相
談は平成19年９
月生まれ｡
２歳６か月児相
談は平成17年７
月生まれ｡
※内容：身体測定・
食生活・歯・育
児全般における
相談
※現在使用してい
る歯ブラシをご
持参ください｡

１月９日(水)
10:00～11:30

(向原)
保健センター

１月15日(火)
10:00～11:30

(高宮)
基幹集落センター

１月16日(水)
10:00～11:30

(甲田)
ふれあいセンターこうだ

１月23日(水)
10:00～11:30

(美土里)
山村開発センター

１月11日(金)
10:00～11:30
13:00～14:30

(吉田)
ふれあいセンター
いきいきの里

●育児相談

１月25日(金)
10:00～11:30
13:00～14:30

(吉田)
ふれあいセンター
いきいきの里

●４か月児相談
●２歳６か月児
相談

※育児相談はどこの会場を利用されても結構です｡
お気軽にご参加ください｡

小児救急医療電話相談
(こどもの救急電話相談)

この電話相談は､ 子どもの急な発熱・ケガなどですぐに

医療機関を受診するかどうか判断に迷ったときなどに小児

科医師・看護師が専門的なアドバイスを電話で行います｡

■電 話 番 号

＃8000 (携帯電話は､ ＮＴＴドコモ､ au､ ソフトバンク

の３社またはＮＴＴのプッシュ回線から利用で

きます｡)

または

０８２－５０５－１３９９
いざきゅうきゅう

■受 付 時 間 19：00～22：00

■相談対応者 (平日) 看護師

(土日・祝日・年末年始) 小児科医師

■実 施 主 体 広島県 (広島県医師会に委託して実施)

※子どものかかりつけ医をもちましょう｡

『かかりつけ医』 は､ 身近にいて気軽に健康相談したり､

病気の初期治療をしてくれたりするお医者さんのことです｡

小児科のかかりつけ医は､ 元気なときの子どもの様子や家

族構成なども把握していて､ 病気や薬だけでなく､ 予防接

種や育児不安についても相談でき､ いざという時には､ 適

切な病院やお医者さんを紹介してもらうこともできます

■そのほかにも次のようなサイトがあります｡ 上手に利用

しましょう｡

・日本小児科学会 ｢こどもの救急｣ ホームページ

http://kodomo-qq.jp/

・ (財) ひろしまこども夢財団の携帯サイト

http://www.yumezaidan.or.jp/k/kango

月日･受付時間 対 象 会 場

１月10日(木)
13:00～13:15

１歳６か月児健康診査
H18年５月～６月生まれの
吉田町・八千代町在住の方

(八千代)
人権福祉
センター

１月17日(木)
13:00～13:15

１歳６か月児健康診査
H18年４月～６月生まれの
美土里町・高宮町在住の方

(美土里)
山村開発
センター

１月24日(木)
13:00～13:15

乳児健康診査
H19年２月～３月生まれの
吉田町・八千代町在住の方

(八千代)
人権福祉
センター

１月31日(木)
13:00～13:15

乳児健康診査
H19年２月～４月生まれの
甲田町・向原町在住の方

(向原)
保健センター

※健診内容は､ 診察､ 身体計測､ 食生活・歯・ことばなど育児
全般における個別相談
※対象者には個人通知します｡

月日・受付時間 対象 会場 申込期間 内容など

すくすく教室
～すくすく
離乳食～

１月18日(金)
13:30～15:00

生後４か
月児～１
歳６か月
児

(甲田)
ふれあい
センター
こうだ

１月10日～

１月17日

★離乳食デモンスト
レーション＆試食
★お口のケアをしよ
う！
★定員：15組
★持参物：普段使用
している歯ブラシ
(９か月～)

のびのび教室
～食べて
歯っぴい～
1月30日(水)
13:30～15:30

１歳７か
月児から

(吉) 田)
ふれあい
センター
いきいき
の里

１月24日～
１月29日

★親子で一緒にお口
のケアをしてみよ
う！
★おやつと水分補給
のお話
★定員：15組
★持参物：普段使用
している歯ブラシ

【乳幼児健康教室】

【子育て相談会】 ※個別相談で､ 予約が必要です

月日･受付時間 会 場 相 談 員 お 知 ら せ
１月21日(月)
10:30～15:00

(吉田)
吉田人権会館

児童福祉司・
心理判定員

要予約 (予約先：
保健医療課)

１月23日(水)
13:00～15:00

(向原)
保健センター

心理判定員
(子育て相談員)

要予約 (予約先：
保健医療課)

※心の発達や言葉について心理判定員が相談に応じます｡

※参加希望の方は､ 安芸高田市保健医療課(℡42－5619)へお
申込ください｡

げんきな親子
子育て中のみなさんを応援するコーナー｡
子育てに関係する情報をいろいろ掲載します｡
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図書館でのおはなし会

１月12日 (土) 11：00～
八千代図書館 [おはなし会]
八千代人権福祉センター

１月12日 (土) 10：30～
田園パラッツォ図書館 [おはなしタイム]
田園パラッツォ

１月17日 (木) 10：30～
対象：０歳から３歳くらいまで
１月26日 (土) 13：30～
対象：幼稚園・保育所の年長組から

小学校低学年くらいまで
安芸高田市立中央図書館 [おはなし会]
クリスタルアージョ１階

１月26日 (土) 11：00～
甲田図書館 [かみしばい会]
ミューズ

子育て講座 ｢えほんだいすき！｣

■と き 平成20年１月30日 (水)
開場10：00 開演10：30

■と こ ろ クリスタルアージョ 小ホール
■内 容 ①おはなし会実践

② ｢親が子へ読み語るためのアドバイス｣
講師 村本佐知子 さん
※託児あり

■参 加 費 １家族200円
■申 込 先 吉田教育分室まで (先着順50組)

℡42-2411 FAX42-1866
■共 催 ナマにふれる文化事業実行委員会
■お問い合せ 吉田教育分室 (℡42-2411)

子育て支援センター

クリスタルアージョ１階の
子育て支援センター内にある
プレイルームは､ 子育て中の
親子が集い交流し合える場所
です｡ ３歳までの子ども向け
のオモチャを置いていますの
で子どもと一緒にお気軽にご
利用下さい｡ 子どもたちと遊

びながら､ おしゃべりをして､ ホッと一息しませんか｡
■利用時間 月曜～金曜 ８：30～17：30
【第２・４木曜日には､ 交流会をします】

■お問い合わせ 子育て支援センター (℡47-1283)

【子育て相談】
子育て支援センターでは家庭児童相談員・母子自立支援
員・保健師・保育士が子育てに関する悩みなど相談に応じ
ています｡ 子どもと一緒にお気軽においでください｡
＜電話での相談も受け付けています｡ ＞
■受付時間 月曜～金曜 ８：30～17：30 ℡47-1283

と き と こ ろ 内 容

１月10日 (木)
10：00～11：00

クリスタルアージョ
４階 小ホール

親子体操
講師 隅原律子さん
(吉田町地域振興事
業団レクリェイショ
ンインストラクター)
※運動のできる服装
で来てください

１月24日 (木)
10：00～11：00

子育て支援センター
プレイルーム

一緒に遊ぼう

園庭開放・体験入園日程
子どもたちは友だちと遊んだり､ お母さんと遊んだりと楽
しい時間が過ごせます｡ そのかたわらで､ お母さんたちは育
児の悩みなど情報交換もできます｡

日 時 保育所(園)名 内 容
１月８日 (火)
9:00～11:00

かわね保育園
℡58－0259 園 庭 開 放

１月８日 (火)
9:00～11:00

くるはら保育園
℡57－1633 園 庭 開 放

１月９日 (水)
9:00～11:00

ふなさ保育園
℡57－0007 園 庭 開 放

１月15日 (火)
10:00～12:00

吉田保育所
℡42－0662 園 庭 開 放

１月16日 (木)
10:00～11:30

甲立保育所
℡45－2199 園 庭 開 放

１月17日 (木)
9:30～11:30

向原こばと園
℡46－2018

園 庭 開 放
(親子でたこあげをしよう)

１月17日 (木)
10:00～11:30

みどりの森保育所
℡54－0880 園 庭 開 放

１月18日 (金)
9:30～11:00

吉田幼稚園
℡42－2788 園 庭 開 放

１月18日 (金)
10:30～12:00

ひの川幼稚園
℡52－2203 園 庭 開 放

１月22日 (火)
10:00～11:30

吉田保育所
℡42－0662 園 庭 開 放

１月22日 (火)
10:00～11:30

小原保育所
℡45－2653 園 庭 開 放

１月23日 (水)
10:00～11:30

小田東保育所
℡45－2118 園 庭 開 放

１月24日 (木)
10:00～12:00

吉田保育所
℡42－0662

子 育 て 講 演 会
(講師
高橋佳良子さん)

１月25日 (金)
10:30～12:00

ひの川幼稚園
℡52－2203 園 庭 開 放

１月29日 (火)
10:00～11:30

吉田保育所
℡42－0662 園 庭 開 放

１月30日 (水)
9:30～11:30

入江保育園
℡43－1011 園 庭 開 放

１月31日 (木)
9:30～11:00

吉田幼稚園
℡42－2788

お 楽 し み 会
(鬼面づくり)

１月31日 (木)
9:30～11:30

向原こばと園
℡46－2018

園 庭 開 放
(みんなで遊ぼう)

１月31日 (木)
10:00～11:30

みつや保育所
℡42－1328 体 験 入 園

＊上記保育所 (園) 以外は､ 随時､ 園庭開放を行っておりま
すが行事の都合等がありますので保育所 (園) にお問い合
わせください｡



��������
安
芸
高
田
市
食
生
活

改
善
推
進
協
議
会

お
い
し
い
冬
野
菜
を
食
べ
て

あ
っ
た
ま
ろ
う
！

冬
野
菜
は
土
の
中
で
育
つ
根
菜
と
、
寒
さ
に
耐

え
忍
ん
で
育
つ
葉
野
菜
で
す
。
根
菜
は
、
大
根
・

か
ぶ
・
に
ん
じ
ん
・
ご
ぼ
う
な
ど
が
あ
り
、
時
間

を
か
け
、
弱
火
で
煮
込
む
こ
と
で
お
い
し
さ
が
引

き
出
さ
れ
ま
す
。
ま
た
葉
野
菜
は
、
ほ
う
れ
ん
草
・

こ
ま
つ
菜
・
水
菜
・
春
菊
な
ど
が
あ
り
、
寒
さ
を

乗
り
越
え
肉
厚
な
葉
を
つ
け
、
甘
さ
と
香
り
を
も

ち
合
せ
て
い
ま
す
。
寒
い
冬
に
体
を
温
め
て
く
れ

る
あ
っ
た
か
料
理
に
ぴ
っ
た
り
の
野
菜
で
す
。
風

邪
を
ひ
か
な
い
た
め
に
も
た
っ
ぷ
り
食
べ
ま
し
ょ

う
。
お
せ
ち
料
理
に
も
な
る
冬
野
菜
を
使
っ
た
一

品
を
紹
介
し
ま
す
。
ぜ
ひ
作
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

大
根
の
鳴
門
巻
き

＊
材
料(

２
人
分)

大
根

60
ｇ(

長
さ
約
５
セ
ン
チ)

塩

適
量

�

だ
し
汁(

昆
布
だ
し)

１
カ
ッ
プ

���

酒

50�
み
り
ん

40�
��

砂
糖

大
さ
じ
１

ご
ぼ
う
・
に
ん
じ
ん(

細
切
り)

各
30
ｇ

油
揚
げ

２
枚

ほ
う
れ
ん
草(

塩
ゆ
で)

１
わ

か
ん
ぴ
ょ
う

１
ｍ

�

だ
し
汁

２
カ
ッ
プ

酒

50�
���

み
り
ん

30�
し
ょ
う
ゆ

大
さ
じ
１

��

塩

小
さ
じ
半
分

＊
作
り
方

①
大
根
を
厚
め
の
か
つ
ら
む
き
に
し
て
軽
く
塩
ゆ

で
す
る
。

②
Ａ
を
鍋
に
入
れ
て
ご
ぼ
う
を
煮
る
。
煮
え
た
ら

煮
汁
に
浸
し
て
お
く
。

③
う
す
揚
げ
の
ふ
ち
を
切
っ
て
開
き
、
幅
５
㎝
位

に
切
る
。
か
ん
ぴ
ょ
う
を
ぬ
る
ま
湯
に
ひ
た
し
、

塩
で
も
ん
で
戻
す
。

④
①
の
う
え
に
油
揚
げ
を
重
ね
、
②
と
ほ
う
れ
ん

草
を
軸
に
巻
く
。
か
ん
ぴ
ょ
う
を
巻
い
て
、
大

根
の
切
れ
目
に
結
び
目
が
来
る
よ
う
結
ぶ
。

⑤
鍋
に
Ｂ
を
入
れ
④
を
５
〜
７
分
く
ら
い
煮
る
。
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健康あれこれ 保健医療課 ℡４２－５６１９

妊婦健康診査を受けましょう
～妊婦健康診査はすこやかな出産を迎えるために大切です～

最近､ 妊娠しているにもかかわらず ｢妊婦健康診査｣
を受けないままで出産にいたるケースが増えている状況
にあります｡ 未受診での出産は､ 母子ともに重大な影響
が及ぶ可能性が高くなります｡
健康診査は､ お母さんの健康やおなかの赤ちゃんが順
調に成長しているかなどを確認するための大切なもので
す｡ 妊娠による体の変化は､ 病気ではなく生理的なこと
なので順調なら心配いりませんが､ 妊娠時のトラブルは
自覚症状のない場合もあります｡
安芸高田市では､ 平成19年４月から妊娠届出による母
子健康手帳交付時に ｢妊婦一般健康診査受診票｣ を5回
分交付しています｡ 妊娠に気づいたら早期に受診し､ 出
産まで以下の間隔で定期的に受診しましょう｡
■定期健康診査の間隔
妊娠初期～妊娠23週 (第６月末) まで ４週間に１回
妊娠24週 (第７月) ～35週 (第９月末) ２週間に１回
36週 (第10月) 以降 １週間に１回

献血

■とき・ところ
１月29日 (火)
９:30～11:00 JA広島北部本店
13:00～15:30 JA吉田総合病院

HIV抗体検査

■とき １月15日(火) ９:00～11:00
■問合せと申込先：

広島県芸北地域保健所
℡ (082) 814-3181

断酒会

広島断酒ふたば会 中田克宣
℡ (０８２) ８１４－１８７４
■と き １月11日(金)・25日 (金)

例会 19:00～21:00
■ところ 吉田人権会館
※詳しい内容は､ お問い合わせください｡

ノロウイルスにご用心！

ノロウイルスによる感染性胃腸炎や食中毒は､ １年を
通して発生しますが､ 特に冬季に流行します｡ ノロウイ
ルスは手指や食品などを介して､ 経口で感染し､ ひとの
腸管で増殖し､ 嘔吐､ 下痢､ 腹痛などを起こします｡ 健
康な方は軽症で回復しますが､ 子どもやお年寄りなどで
は重症化したり､ 吐物を気道に詰まらせたりする危険性
があり十分な注意が必要です｡
ノロウイルスにはワクチンがないため､ 次のような予
防対策を徹底することが重要となります｡
■患者さんのふん便や吐物には大量のウイルスが排出さ
れますので､ ウイルスが蔓延しないように気をつけま
しょう｡
①食事の前やトイレの後などには､ 必ず手洗いをしま
しょう｡
②下痢や嘔吐などの症状がある方は食品を直接取り扱
う作業はしないようにしましょう｡
③患者さんのふん便や吐物は適切に処理し感染を広げ
ないようにしましょう｡

ノロウイルスは乾燥すると容易に空気中に漂い､ これ
らが口に入って感染することがあるので､ ふん便や吐物
は乾燥しないうちに床などに残らないように速やかに処
理し､ 処理した後はウイルスが屋外に出ていくよう十分
換気を行うことが大切です｡
■加熱が必要な食品は､ 中心部までしっかり加熱して食
べましょう｡
食品の中心温度85℃以上で１分間以上の加熱を行え
ば､ 感染性はなくなるとされています｡
■調理器具や調理台の殺菌につとめましょう｡
ノロウイルスの失活化には､ エタノールや逆性石鹸
はあまり効果がありません｡ ノロウイルスを完全に失
活化するには､ 塩素系の漂白剤の使用と加熱がありま
す｡ 調理器具などは洗剤などを使用し十分に洗浄した
後､ 塩素系の漂白剤で浸しながら拭くことで失活化で
きます｡ また､ まな板・包丁・食器・ふきんなどは熱
湯 (85℃以上) で１分以上の加熱が有効です｡

先
月
号
で
は
、
平
成
20
年
度
か
ら
始
ま
る

特
定
健
診
の
説
明
を
し
ま
し
た
が
、
今
月
は

今
ま
で
の
健
診
と
の
違
い
を
紹
介
し
ま
す
。

今
ま
で
の
総
合
健
診
は
基
本
健
診
と
が
ん

検
診
を
一
緒
に
受
け
て
い
た
だ
い
て
い
ま
し

た
。平

成
20
年
度
か
ら
、
こ
れ
ま
で
の
基
本
健

診
い
う
名
称
が
変
わ
り
、
若
干
、
内
容
を
変

え
て
特
定
健
康
診
査

(

特
定
健
診)

と
呼
び

ま
す
。

皆
さ
ん
に
受
け
て
い
た
だ
く
総
合
健
診
と

し
て
は
、
特
定
健
診
と
が
ん
検
診
と
な
り
、

今
ま
で
と
基
本
的
に
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。
こ

れ
は
、
人
間
ド
ッ
ク
も
同
様
で
、
今
ま
で
は

基
本
健
診
と
が
ん
検
診
及
び
そ
の
他
の
健
診

が
、
特
定
健
診
と
が
ん
検
診
及
び
そ
の
他
の

健
診
と
な
り
ま
す
。

た
だ
今
回
の
変
更
で
は
、
特
定
健
診
は
か

か
り
つ
け
の
医
療
機
関
で
も
受
け
ら
れ
る
よ

う
に
な
る
予
定
で
す
。
特
定
健
診
は
、
か
か

り
つ
け
の
医
療
機
関
で
受
け
て
い
た
だ
き
、

が
ん
検
診
は
総
合
健
診
で
受
け
て
い
た
だ
く

こ
と
も
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

特
定
健
診
Ｑ
＆
Ａ

【
Ｑ
１
】
夫
が
勤
務
す
る
会
社
の
健
康
保
険

の
被
扶
養
者
に
な
っ
て
い
る
主
婦
で
す

が
、
今
ま
で
と
同
様
に
地
元
で
健
診

(

総
合
健
診)

を
う
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
か
？

【
Ａ
１
】
特
定
健
診
の
実
施
は
、
医※

療
保
険

者
に
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
あ
な

た
の
場
合
は
ご
主
人
が
加
入
し
て
い
る

医
療
保
険

(

健
康
保
険
証
に
書
い
て
あ

る
医※

療
保
険
者)

の
方
で
受
診
し
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
会
社
の
医

療
保
険
が
市
の
健
診
業
者
と
契
約
し
て

い
る
場
合
に
は
受
診
で
き
ま
す
が
、
詳

し
く
は
ご
加
入
の
医
療
保
険
へ
お
た
ず

ね
く
だ
さ
い
。
な
お
、
が
ん
検
診
は
、

市
の
総
合
健
診
で
受
診
で
き
ま
す
。

※
医
療
保
険
者
と
は
、
国
民
健
康
保
険
・
政
管

健
保
・
健
康
保
険
組
合
な
ど
を
言
い
ま
す
。

【
Ｑ
２
】
75
歳
以
上
の
人
は
、
特
定
健
診
を

受
診
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
す
か
？

【
Ａ
２
】
平
成
20
年
４
月
か
ら
、
75
歳
以
上

の
方
が
加
入
す
る
後
期
高
齢
者
医
療
は
、

｢

広
島
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合｣

が
担
当
し
ま
す
が
、
市
の
総
合
健
診
で

受
け
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
市
と

｢

広
島
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合｣

で
調
整
中
で
す
。

国
民
健
康
保
険
・
老
人
保
健
の
サ
ー
ビ
ス

で
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
保
健

医
療
課

(

電
話
４
２－

５
６
１
９)

ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 ����げんき

の
み
な
も
と

１
年
の
計
は
元
旦
に
あ
り
！

内
臓
脂
肪
減
少
計
画

最
近
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
が

大
き
な
話
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
メ
タ
ボ
リ
ッ

ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
に
該
当
す
る
人
は
、
ま
っ

た
く
該
当
し
な
い
人
に
比
べ
て
生
活
習
慣
病

の
発
症
率
が
30
倍
以
上
に
も
上
が
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
病
気
を
防
ぎ
、
生
涯
に
わ
た
っ

て
健
康
な
体
を
維
持
す
る
た
め
に
、
今
年
こ

そ
内
臓
脂
肪
蓄
積
の
予
防
ま
た
は
減
少
計
画

を
立
て
て
取
り
組
ん
で
み
ま
し
ょ
う
。

脂
肪
を
た
め
込
む
食
事
と
い
う
と

｢

暴
飲

暴
食｣

や

｢

グ
ル
メ｣

を
想
像
し
が
ち
で
す

が
必
ず
し
も
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
テ
レ

ビ
な
ど
で

｢

ヘ
ル
シ
ー｣

と
紹
介
さ
れ
た
食

品
を
た
く
さ
ん
食
べ
て
結
果
と
し
て
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
摂
り
過
ぎ
に
な
っ
て
し
ま
う
ヘ
ル
シ
ー

食
品
を
過
信
し
て
し
ま
う
パ
タ
ー
ン
が
あ
り

ま
す
。
い
く
ら
ヘ
ル
シ
ー
で
も
食
べ
た
エ
ネ

ル
ギ
ー
が
運
動
な
ど
で
消
費
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー

よ
り
多
い
と
体
に
脂
肪
が
た
ま
る
原
因
に
な

り
ま
す
。
ま
た

｢

昼
は
そ
う
め
ん
と
お
に
ぎ

り
だ
け｣

と
い
っ
た
パ
タ
ー
ン
で
す
。｢

油
っ

こ
い
も
の
は
避
け
て
あ
っ
さ
り
食
べ
て
い
る

の
に｣

と
思
い
が
ち
で
す
が
、
炭
水
化
物
の

食
べ
す
ぎ
も
脂
肪
を
た
め
込
む
原
因
に
な
り

ま
す
。｢

う
ど
ん
と
ご
飯｣

｢

菓
子
パ
ン｣

な

ど
も
炭
水
化
物
が
多
い
も
の
で
す
。
こ
う
し

た
思
い
違
い
な
ど
を
見
直
し
て
、
正
し
い
方

法
を
実
行
す
れ
ば
、
減
量
は
難
し
い
こ
と
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
と
は
い
え
１
日
や
２
日
で

効
果
が
出
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
楽
し

く
、
お
い
し
く
継
続
で
き
る
方
法
を
見
つ
け

て
み
ま
し
ょ
う
。
月
刊
誌

｢

食
生
活｣

参
照

食
生
活
に
関
す
る
ご
相
談
は
、
お
気
軽
に

保
健
医
療
課

栄
養
士
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

(

電
話
４
２－

５
６
１
９)
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特
定
健
康
診
査

(

特
定
健
診)

に
つ
い
て

����
平成19年８月診療分
１人当たり費用額

安芸高田市 県平均

一 般 22,173円 19,351円

退職本人 33,719円 34,931円

退職扶養 27,774円 21,149円

老 人 63,233円 71,457円

全被保険者 41,078円 36,300円

(20年度から) (現 在)

総
合
健
診

��������������� 総
合
健
診

���������������
特定健診
問診
検尿
血圧
身体測定
血液検査
診察

基本健診
問診
検尿
血圧
身体測定
血液検査
診察

がん検診など がん検診など

� �� �� �� �� �� �� � � �� �� �� �� �� �� �
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人
工
林
対
策

■
環
境
貢
献
林
整
備
事
業

手
入
れ
が
十
分
さ
れ
ず
放
置
さ
れ
、
緊

急
に
整
備
が
必
要
な
人
工
林
の
強
度
間
伐

に
よ
る
針
広
混
交
林
へ
の
誘
導
や
間
伐
な

ど
の
経
費
を
補
助
。

里
山
等
の
対
策

■
里
山
林
整
備
事
業

①
放
置
森
林
整
備

手
入
れ
が
不
十
分
な
森
林
の
整
備
の

経
費
を
補
助
。

②
松
く
い
虫
被
害
跡
地
整
備

松
く
い
虫
被
害
跡
地
で
、
里
山
林
な

ど
の
景
観
の
保
全
を
図
る
た
め
の
整
備

の
経
費
を
補
助
。

③
竹
林
繁
茂
防
止

拡
大
す
る
竹
林
の
発
生
源
対
策
や
森

林
復
旧
の
た
め
の
整
備
の
経
費
を
補
助
。

④
里
山
活
用
林
整
備

自
然
と
ふ
れ
あ
い
、
自
然
を
体
験
で

き
る
身
近
な
里
山
林
な
ど
の
、
景
観
お

よ
び
野
生
生
物
生
息
環
境
の
保
全
や
利

用
促
進
を
図
る
た
め
の
整
備
の
経
費
を

補
助
。

⑤
鳥
獣
被
害
防
止
バ
ッ
フ
ァ
ゾ
ー
ン
整
備

有
害
鳥
獣
生
息
の
場
と
な
っ
て
い
る

野
生
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
被
害
の
防
止

を
目
的
と
し
た
里
山
林
な
ど
を
整
備
の

経
費
を
補
助
。

■
里
山
保
全
活
用
支
援
事
業

里
山
林
な
ど
を
保
全
活
用
す
る
た
め
、

住
民
団
体
な
ど
が
企
画
・
立
案
さ
れ
た
取

り
組
み
へ
の
支
援
や
、
企
業
に
よ
る
社
会

貢
献
活
動
に
対
す
る
経
費
を
補
助
。

■
森
林
・
林
業
体
験
活
動
支
援
事
業

森
林
・
林
業
に
対
す
る
理
解
と
森
づ
く

り
へ
の
積
極
的
な
参
加
を
図
る
た
め
、
森

林
の
は
た
ら
き
や
林
業
を
学
ぶ
森
林
・
林

業
体
験
活
動
な
ど
に
か
か
る
経
費
を
補
助
。

間
伐
材
利
用
対
策

■
県
産
間
伐
材
木
製
品
普
及
促
進
事
業

県
産
間
伐
材
を
使
用
し
た
木
製
品
を
公

共
施
設
な
ど
へ
の
設
置
の
経
費
を
補
助
。

■
学
校
施
設
木
質
化
推
進
事
業

県
産
間
伐
材
を
使
用
し
、
学
校
な
ど
の

施
設
の
木
質
化
や
周
辺
施
設
の
木
質
化
に

向
け
た
整
備
な
ど
の
経
費
を
補
助
。

緑
化
対
策

■
環
境
緑
化
支
援
事
業

(

公
共
緑
化)

・
公
共
施
設
な
ど
で
、
屋
上
緑
化
や
壁
面

緑
化
、
敷
地
緑
化
を
行
う
経
費
を
補
助
。

・
民
有
地
で
あ
っ
て
も
、
一
般
の
方
が
緑

と
ふ
れ
あ
う
機
会
が
増
え
る
場
合
は
、

そ
の
民
有
地
内
の
屋
上
緑
化
や
壁
面
緑

化
、
敷
地
緑
化
に
助
成
。

■
環
境
緑
化
支
援
事
業

(

緑
化
支
援)

住
民
団
体
な
ど
が
行
う
緑
化
活
動
に
対

し
て
助
成
。

【
問
い
合
わ
せ
】

農
政
課

℡
４
７－

４
０
２
１

今
年
４
月
か
ら
森
林
を
守
り
育
て
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

｢

ひ
ろ
し
ま
の
森
づ

く
り
県
民
税｣

が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
財
源
を
活
用
し
、｢

安
芸
高
田
市
森
づ
く
り
事
業｣

を
実
施
し
ま
す
。
内

容
は
、
長
年
に
わ
た
り
手
入
れ
が
行
わ
れ
て
い
な
い
人
工
林
や
里
山
林
の
整
備
、

市
民
に
よ
る
里
山
林
保
全
活
動
へ
の
支
援
、
森
林
の
は
た
ら
き
や
林
業
を
学
ぶ
体

験
活
動
へ
の
助
成
な
ど
で
す
。

森
林
を
手
入
れ
し
て
、
森
林
の
役
割
を
最
大
限
に
発
揮
さ
せ
て
次
の
世
代
に
引

き
継
い
で
い
く
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

森づくり事業の基本方針���������������
・農山村の生活と一体になっている森林の環境を再生し､
役割を持続発展させます｡
・農山村の家の近くの里山などの環境を､ 生物が育ち､
土砂災害や鳥獣害を防ぐなどを目的として整備を実施
し､ 環境や景観を守ります｡��������������������
市民や行政集落組織､ 地域振興会組織､ 森林関係団体
や森林ボランティア組織､ 学校などのいろいろな組織団
体から事業の提案を受け､ 実施までさまざまな市民など
の参加を計画します｡������������
環境貢献林整備や里山林整備の事業効果が高く注目さ
れる地域で､ 事業の指標となるよう事業を実施し､ 事業
の目的と成果が市民や県民などに確認できるよう事業を
推進します｡��������������������������
森林施業計画に基づいて管理施業されている森林の補
助事業は､ 既存の補助事業を活用して推進します｡

事
業
の
内
容

森
づ
く
り

安
芸
高
田
市
森
づ
く
り
事
業
を

実
施
し
ま
す
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お詫び

市税を多く徴収していました

市民生活部税務課

このたび､ 市県民税の均等割額を一部の方から多
く徴収していました｡ 市民の皆様にはたいへんご迷
惑をおかけし申し訳ありませんでした｡
原因は､ 税の減免措置と同様に､ 市条例に規定さ
れている均等割額軽減措置も市民の方からの申請に
より､ 適用するものと解釈していたことによるもの
です｡
今後におきましては､ 市税条例を順守し再発防止
に努め､ 皆様の信頼に答えられるよう事務を進めて
まいります｡
なお､ 過徴収対象の方には､ 12月中に還付通知は
完了しておりますが､ ご不審な点がありましたら税
務課までお問い合わせ下さい｡

■適用していなかった均等割軽減措置
①均等割額を納付する義務のある控除対象配偶者
又は扶養親族 150円軽減
②①に該当する者を2人以上扶養している者
１人について150円軽減 (上限300円)
※①に該当する人の所得は､ 28万円を超38万円以下

税務課 ℡４２－５６１４

…………………………

河
川

古
市
・
柿
原
地
区
河
川
改
修
工
事
の

安
全
祈
願
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

吉
田
町
古
市
・
柿
原
地
区
の
江
の
川
河
川

改
修
工
事
が
は
じ
ま
る
に
あ
た
り
、
11
月
29

日

(

木)

、
安
全
祈
願
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
国
土
交
通
省
中
国
地
方
整
備
局
三
次
河

川
国
道
事
務
所
の
島
田
淳
次
所
長
、
児
玉
市

長
ら
が
鍬
入
れ
を
行
い
、
工
事
の
安
全
を
願

い
ま
し
た
。

こ
の
地
域
で
は
、
昭
和
47
年
の
大
雨
災
害

で
大
き
な
被
害
を
受
け
て
以
来
、
毘
沙
門
橋

の
建
設
、
市
道
拡
幅
工
事
、
農
業
集
落
排
水

工
事
な
ど
の
基
盤
整
備
が
行
わ
れ
て
き
ま
し

た
。
近
年
で
は
平
成
11
年
６
月
、
平
成
17
年

９
月
の
豪
雨
被
害
も
あ
り
ま
し
た
が
、
平
成

18
年
９
月
の
集
中
豪
雨
で
は
34
年
ぶ
り
に
47

年
災
害
に
近
い
浸
水
被
害
に
襲
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
た
び
の
河
川
改
修
工
事
は
、
地
域
に
と
っ

て
は
長
年
に
わ
た
る
課
題
が
解
決
す
る
、
ま

さ
に
念
願
の
工
事
と
な
り
ま
す
。

工
事
は
平
成
19
年
10
月
か
ら
３
年
間
に
わ

た
っ
て
行
わ
れ
る
予
定
で
、
約
７
９
０
メ
ー

ト
ル
の
築
堤
と
河
岸
掘
削
に
よ
り
、
水
の
流

れ
を
ス
ム
ー
ズ
に
さ
せ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
工

事
に
よ
っ
て
、
上
流
の
水
位
が
下
が
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
児
玉
市
長
は
あ
い
さ
つ
の
中

で

｢

堤
防
事
業
予
算
の
確
保
に
奔
走
い
た
だ

い
た
国
・
県
の
関
係
機
関
を
は
じ
め
、
土
地

の
提
供
な
ど
事
業
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
い

た
地
元
の
皆
さ
ん
に
心
か
ら
感
謝
す
る｣

と

お
礼
の
気
持
ち
を
述
べ
ま
し
た
。
こ
の
工
事

に
よ
っ
て
、
地
域
の
水
害
に
対
す
る
心
配
が

解
消
さ
れ
、
安
心
安
全
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ

な
が
る
事
業
と
な
り
ま
す
。

約４万�の河岸が削り取られて､ 川幅は約15ｍ広がる 玉串を捧げる児玉市長

道
路

川
根
ト
ン
ネ
ル
の
貫
通
式
が

行
わ
れ
ま
し
た

高
宮
町
川
根
地
域
内
で
平
成
15
年
度
か
ら

広
島
県
に
よ
っ
て
整
備
が
進
め
ら
れ
て
き
た

市
道
梶
矢
下
川
根
線
の
う
ち
、
平
成
19
年
６

月
か
ら
掘
削
工
事
が
始
ま
っ
た
川
根
ト
ン
ネ

ル

(

延
長
３
８
６
ｍ
、
幅
６
・
５
ｍ)

で
こ

の
た
び
、
貫
通
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

式
の
最
初
に
、
貫
通
発
破
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
広
島
県
広
島
地
域
事
務
所
建
設
局
の
田

上
收
蔵
次
長
の
点
火
の
合
図
に
よ
り
発
破
。

大
き
な
爆
発
音
が
ト
ン
ネ
ル
の
中
に
響
き
渡

り
ま
し
た
。
工
事
関
係
者
が
貫
通
を
確
認
し

た
の
ち
、

出
席
者
は

貫
通
点
へ

と
移
動
、

貫
通
の
神

事
が
と
り

行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
ト
ン
ネ
ル
工
事
の
完
成
予
定
は
平
成

20
年
の
12
月
。
定
住
、
災
害
、
交
流
な
ど
に

大
き
な
役
割
を
担
う
市
道
の
工
事
が
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

発破の際､ 参加者は耳をふさいでその時をむかえた
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学
校

美
土
里
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
と

美
土
里
小
学
校
が
全
国
表
彰
の
栄
誉

こ
の
た
び
、
美
土
里
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
優

良
Ｐ
Ｔ
Ａ
文
部
科
学
大
臣
表
彰
を
、
美
土
里

小
学
校
が
全
国
学
校
体
育
研
究
優
良
校
表
彰

を
そ
れ
ぞ
れ
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

美
土
里
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
は
、
学
校
統
合
し

た
平
成
15
年
以
来
、
会
員
み
ん
な
の
気
持
ち

が
反
映
さ
れ
、
円
滑
に
運
営
で
き
る
組
織
づ

く
り
に
取
り
組
ま
れ
て
き
ま
し
た
。
主
な
活

動
と
し
て
、
学
校
・
家
庭
教
育
に
関
す
る
研

修
会
の
開
催
、
学
校
や
地
域
の
教
育
環
境
の

整
備
、
あ
い
さ
つ
運
動
や
交
通
安
全
指
導
、

校
区
内
の
危
険
箇
所
の
チ
ェ
ッ
ク
・
安
全
マ
ッ

プ
の
作
成
、
活
動
を
地
域
に
つ
な
ぐ
Ｐ
Ｔ
Ａ

広
報
誌
の
発
行
な
ど
、
積
極
的
に
幅
広
く
活

動
を
展
開
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
評
価
さ
れ
ま

し
た
。

美
土
里
小
学
校
は
、
体
育
の
授
業
と
教
科

外
の
体
育
と
い
う
２
つ
の
面
か
ら
学
校
体
育

の
充
実
に
努
め
ら
れ
、
授
業
面
で
は
、
平
成

18
年
度
に
、
第
30
回
広
島
県
小
学
校
体
育
研

究
大
会
の
会
場
校
と
し
て
、
研
究
の
成
果
を

発
表
さ
れ
ま
し
た
。
教
科
外
の
面
で
は
、
平

成
16
年
度
か
ら
３
年
間
、
文
部
科
学
省
の

｢

子
ど
も
の
体
力
向
上
実
践
事
業｣

実
践
校

の
指
定
を
受
け
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
芝
体
操

｢

ま
ほ
う
の
し
ば
ふ｣

を
作
成
す
る
な
ど
、

運
動
す
る
機
会
を
つ
く
り
、
運
動
す
る
意
欲

を
高
め
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
全
面

天
然
芝
生
の
校
庭
を
活
用
し
、
体
を
動
か
す

こ
と
を
い
と
わ
な
い
児
童
の
育
成
に
取
り
組

み
、
は
だ
し
の
生
活
と
土
踏
ま
ず
形
成
率
の

研
究
な
ど
の
取
り
組
み
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

12月６日には記念祝賀会が開催され､ ２つの賞の受賞をみんなで喜びあわれた｡｢まほうのしばふ｣ に取り組む
美土里小の児童たち

健
康

国
保
ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
教
室
た
だ
い
ま
実
践
中
！

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

(

内
臓
脂

肪
症
候
群)

予
防
を
め
ざ
し
て
、
今
年
８
月

か
ら
市
内
７
会
場
で
開
催
し
て
い
る
国
保
ヘ

ル
ス
ア
ッ
プ
教
室
は
、
10
月
末
で
３
か
月
が

過
ぎ
ま
し
た
。
こ
の
教
室
は
、
６
か
月
間
の

実
施
期
間
を
通
し
て
、
参
加
者
は
生
活
習
慣

を
見
直
し
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

の
元
に
な
る
内
臓
脂
肪
を
減
ら
し
て
、
生
活

習
慣
病
を
予
防
す
る
た
め
の
教
室
で
す
。

参
加
者
の
皆
さ
ん
は

｢

お
な
か
周
り
を
何

㎝
細
く
す
る｣

と
目
標
を
か
か
げ
個
人
ご
と

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
取
り
組
み
奮
闘
さ
れ
て
い

ま
す
。｢

か
ら
だ
が
軽
く
な
っ
た｣

、｢

ベ
ル

ト
の
穴
が
縮
ん
だ｣

な
ど
の
感
想
も
聞
か
れ

ま
す
。
減
っ
た
腹
囲
や
体
重
を
維
持
す
る
た

め
、
ス
ト
レ
ス
と
上
手
に
付
き
合
い
な
が
ら
、

ま
た
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
入

り
口
と
な
る
、
自
分
の
生
活
習
慣
を
振
り
返

る
こ
と
も
こ
の
教
室
の
目
的
で
す
。｢

５
年

前
と
比
べ
て
今
の
自
分
は
ど
う
だ
ろ
う｣

、

｢

５
年
後
、
10
年
後
の
自
分
は
ど
う
だ
ろ
う｣

と
考
え
て
も
ら
う
時
間
に
な
っ
て
い
ま
す
。

一
口
で
も
食
べ
る
量
を
減
ら
し
一
歩
で
も
多

く
動
く
生
活
を
心
が
け
よ
う
と
呼
び
か
け
ら

れ
て
い
ま
す
。｢

毎
日
の
少
し
の
積
み
重
ね

が
、
１
年
後
そ
し
て
数
年
後
に
は
大
き
な
変

化
を
も
た
ら
す
。｣

教
室
参
加
者
の
皆
さ
ん

の
３
か
月
の
頑
張
っ
た
数
値
か
ら
も
そ
の
こ

と
が
証
明
さ
れ
て
い
ま
す
。

３か月経過時点での
参加者の検査結果

【体重などが改善している人】

■体重減少 74％

■体脂肪減少 51％

■腹囲減少 83％

【血液が改善している人】

■中性脂肪減少 67％

■ＨＤＬコレステロール (善玉) 増加 50％

■ＬＤＬコレステロール (悪玉) 減少 64％

■血糖 (ＨｂＡ１ｃ) の減少 40％

腹筋や有酸素運動などを取り入れた運動プログラムで､
目標達成に取り組む参加者
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防
災

防
災
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
ま
し
た

本
年
度
作
成
中
の
洪
水
・
土
砂
災
害
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
の
取
組
の
一
環
と
し
て
、
市
民
の

皆
さ
ん
を
対
象
と
し
た
防
災
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
開
催
し
ま
し
た
。

11
月
19
日

(

月)

に
は
吉
田
町
で
、
昨
年

の
台
風
13
号
に
よ
る
集
中
豪
雨
で
避
難
勧
告

を
発
令
し
た
地
区
周
辺
の
方
を
対
象
に
、
ま

た
11
月
21
日

(

水)

に
は
向
原
町
で
、
県
が

調
査
し
た
三
篠
川
の
浸
水
想
定
区
域
の
地
図

を
用
い
て
町
内
の
皆
さ
ん
を
対
象
に
実
施
し
、

各
会
場
と
も
54
名
の
参
加
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。地

域
の
防
災
力
を
高
め
て
い
た
だ
く
た
め
、

災
害
図
上
訓
練

(

Ｄ
Ｉ
Ｇ)

と
い
う
手
法
を

用
い
、
参
加
者
が
地
図
を
囲
み
な
が
ら
話
し

合
い
災
害
の
状
況
を
想
像
し
、
ま
た
会
場
周

辺
を
歩
い
て
危
険
な
場
所
・
安
全
な
場
所
を

確
認
し
て
い
た
だ
き
な
が
ら
防
災
マ
ッ
プ
を

作
成
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
訓
練
で
地
域
の
強
み
・
弱
み
を
再

確
認
さ
れ
、
自
主
防
災
組
織
の
設
立
な
ど
、

今
後
の
地
域
で
の
防
災
の
取
組
に
つ
な
げ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

向原町でのワークショップの様子 吉田町でのワークショップの様子

消
防

消
防
団
の
活
動
服
が
新
し
く
変
わ
り
ま
し
た

消
防
庁
が
、
平
成
13
年
４
月
１
日
か
ら
消

防
団
員
の
服
制
基
準
の
改
正
を
お
こ
な
っ
た

こ
と
に
と
も
な
い
、
安
芸
高
田
市
消
防
団
の

活
動
服
も
新
し
く
変
わ
り
ま
し
た
。
全
国
で

統
一
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
服
の
色
は
紺
色

を
ベ
ー
ス
に
、
え
り
裏
、
胸
お
よ
び
ベ
ル
ト

を
オ
レ
ン
ジ
色
に
す
る
こ
と
で
す
。
こ
の
オ

レ
ン
ジ
色
は
、
市
民
の
方
に

｢

消
防｣

と
識

別
し
や
す
く
、
警
察
や
自
衛
隊
と

の
区
別
を
図
る
た
め
、
消
防
の
象

徴
カ
ラ
ー
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
消
防
吏
員
と
の
統

一
感
を
確
保
す
る
目
的
も
あ
り
ま
す
。

活
動
服
は
８
４
４
着
購
入
し
、
全
団
員
に

配
布
し
ま
す
。

■
以
前
の
活
動
服
と
の
主
な
変
更
点

・
素
材
が
よ
り
防
火
性
の
高
い
素
材
に
な
っ

た
。

・
え
り
裏
、
胸
お
よ
び
ベ
ル
ト
を

オ
レ
ン
ジ
色
に
し
た
。

・
左
胸
ポ
ケ
ッ
ト
と
背
中
に
文
字

を
明
記
。

・
帽
子
を
ア
ポ
ロ
キ
ャ
ッ
プ
と
し
た
。
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